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［大岡山キャンパス］
東急大井町線・目黒線大岡山駅下車徒歩1分
羽田空港から約45分、東京駅から約30分

［すずかけ台キャンパス］
東急田園都市線すずかけ台駅下車徒歩 5分
羽田空港から約70分、東京駅から約55分

［田町キャンパス］
JR山手線・京浜東北線田町駅下車徒歩1分
羽田空港から約25分、東京駅から約10分
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東京高等工業学校本館（蔵前当時）
（注）本学創立当時“職工”とは、現場の実践的技術者を称した
もので、現在の職工とは異なった意味を持っていた。
今は職工という言葉はあまり用いられないが、この職工に当た
るのは当時“徒弟”と言われていた。

＊＊

＊

現 在

＊

＊＊

移管

協調会移管

1881.5.26創立
東京職工学校

1890.3.24改称
東京工業学校

1929.4.1昇格～
1953.3.31（旧制）
東京工業大学

1949.5.31～（新制）
東京工業大学

2004.4.1～（移行）
東京工業大学

2004.4.1～（設置）
国立大学法人東京工業大学

1890.1
附属職工徒弟講習所

1890.8～1924.3.29
附属職工徒弟学校

1902.3.27
附設工業教員
養成所

1929.4.1～
1931.3.31

附属工学専門部

1949.5.31～
1955.6.30
工学部

1901.5.10改称
東京高等工業学校

1886.1.21
附設商工徒弟
講習所職工科

1894.6.14
工業教員養成所

1910.3.26～
1921.3.30

附属工業補習学校

1899.3.3
附属工業補習学校

1929.4.1～
1931.3.31

附属工業教員養成所

1929.4.1～
1932.9.30
特設予科

1932.9.30～
1952.3.31
附属予備部

1942.5.26～1952.3.31
附属高等工業
教員養成所

1944.4.1～
1948.3.31

附属工業専門部

1953.4.1～
1956.3.31

大学院工学研究科

1955.7.1～
1967.5.31
理工学部

1961.5.19～
1969.3.31

工業教員養成所

1939.2.21附置
資源化学研究所

1944.8.22附置
燃料科学研究所

1939.12.27附置
精密機械研究所

1943.1.30附置
窯業研究所

1944.1.6附置
（1946.3.22改称電気科学研究所）
電子工学研究所

1934.2.28附置
建築材料研究所

1949.5.31附置
資源化学研究所

1949.5.31附置
燃料科学研究所

1949.5.31附置
精密機械研究所

1949.5.31附置
電気科学研究所

1949.5.31附置
建築材料研究所

1949.5.31附置
窯業研究所

1958.4.1～
1996.5.10

工業材料研究所

1921.12.9
東京高等工芸学校

1944.4.1
東京工業専門学校

千葉大学東京工業
専門学校

東京工業大学
工学部

1943.10.1
電気通信
専修科

1921.4.1
蔵前工業
専修学校

1944.4.1
附属電波技術
専修学校

1944.4.1
附属工業
専修学校

1926.9.1
東京工業
専修学校

1945.4.1
附属電波
工業学校

1949.4.1
附属電波工芸
高等学校

1949.4.1
附属工芸
高等学校

1940.11.1
東京高等
工学院

1951.4.1～
2005.3.31

附属工業高等学校

1951.5.1～2010.3.31
附属工業高等
学校専攻科

1924.4.1
附属工芸
実修学校

1996.5.11～2016.3.31
応用セラミックス

研究所

1964.4.1～2016.3.31
原子炉

工学研究所

2005.4.1～
大学附属科学技術

高等学校

1990.6.19～2016.3.31
生命理工学部

1956.4.1～2016.3.31
大学院理工学
研究科

1992.4.1～2016.3.31
大学院生命
理工学研究科

1975.4.1～2016.3.31
大学院総合
理工学研究科

1994.4.1～2016.3.31
大学院情報
理工学研究科

1996.4.1～2016.3.31
大学院社会
理工学研究科

2005.4.1～2016.3.31
大学院イノベーション
マネジメント研究科

1954.4.1～2016.3.31
資源化学研究所

1954.4.1～2016.3.31
精密工学研究所

1967.6.1～2016.3.31
理学部

1967.6.1～2016.3.31
工学部

2016.4.1～
理学院

2016.4.1～
工学院

2016.4.1～
物質理工学院

2016.4.1～
情報理工学院

2016.4.1～
生命理工学院

2016.4.1～
環境・

社会理工学院

2016.4.1～
リベラルアーツ
研究教育院

2016.4.1～
科学技術創成
研究院

沿  革

沿革図 2021年の出来事

就任年月 氏　名

1881年  5月 山岡　次郎（事務取扱）

1881年  9月 正木　退蔵

1890年  3月 手島　精一

1898年  2月 阪田　貞一

1899年  2月 手島　精一

1901年  5月 手島　精一

1916年  9月 阪田　貞一

1920年  12月 吉武　栄之進

1926年  6月 中村　幸之助

1929年  4月 中村　幸之助

1942年  3月 八木　秀次

1944年  12月 渡辺　孫一郎（事務取扱）

1944年  12月 和田　小六

1952年  6月 山本　勇（事務取扱）

1952年  8月 内田　俊一

1958年  8月 山内　俊吉

1962年  8月 大山　義年

就任年月 氏　名

1966年  8月 實吉　純一

1968年  8月 斯波　忠夫（事務取扱）

1968年  10月 斯波　忠夫

1969年  5月 加藤　六美（事務取扱）

1969年  10月 加藤　六美

1973年  10月 川上　正光

1977年  10月 齋藤　進六

1981年  10月 松田　武彦

1985年  10月 田中　郁三

1989年  10月 末松　安晴

1993年  10月 木村　孟

1997年  10月 内藤　喜之

2001年  10月 相澤　益男

2007年  10月 伊賀　健一

2012年  10月 三島　良直

2018年  4月 益　一哉

歴代校長・学長

月　日 沿　革

  4.  1

すずかけ台地区事務部を廃止

科学技術創成研究院に全固体電池研究センターを新設

バイオ研究基盤支援総合センターを廃止

  6.  1 先導原子力研究所をゼロカーボンエネルギー研究所に名称変更

  7.  1 附属図書館すずかけ台分館をすずかけ台図書館に名称変更
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　役

　員

　会

　

学
長
選
考
・
監
察
会
議

経

営

協

議

会

　監

　
　
　事

　

教
育
研
究
評
議
会

部

局

長

等

会

議

総 括 理 事・副 学 長
理事・副学長（企画）

理事・副学長（教育）

理事・副学長(研究)

理事・副学長（財務）

理事・副学長（事務総括）

理事・副学長（法務労政）

リベラルアーツ研究教育院

　学

　
　
　長

　

副 学 長（ 人 権 ）

副学長（成長戦略）

副学長（文理共創戦略）

副学長（戦略構想）

副 学 長
（総合安全・コンプライアンス）

副学長（情報基盤）

副学長（産学官連携）

副学長（研究企画）

副学長（国際広報）

副学長（社会連携）

副学長（教育運営）

副学長（学生支援）

副学長（国際連携）

副学長（不動産活用）

副学長（地区安全管理）

学 院

理 学 院

工 学 院

物 質 理 工 学 院

情 報 理 工 学 院

生 命 理 工 学 院

環境・社会理工学院

教育施設環境
研究センター

サイバーセキュリティ
研究教育センター

オープンファシリティセンター

設 計 製 作 部 門

研究基盤戦略室

分 析 部 門

情報基盤支援部門

教 育 支 援 部 門

安全管理・放射線部門

マイクロプロセス部門

バ イ オ 部 門

遺伝子実験施設

動 物 実 験 施 設

附 属 図 書 館 共 通 教 育 組 織

イノベ ー ション
人 材 養 成 機 構

物質・情報卓越教育院

超スマート社 会
卓 越 教 育 院

エ ネ ル ギ ー ・
情報卓越教育院

国際教育推進機構

社会人アカデミー

附属科学技術高等学校国際先駆研究機構

先 駆 研 究 組 織

共 通 支 援 組 織

もの つくり教 育
研究支援センター

極 低 温 研 究
支 援 セ ン タ ー

学生支援センター

学術国際情報センター

放射線総合センター

博 物 館

オ ー プ ン
イノベーション機構

保健管理センター

すずかけ台分室

教育革新センター

学 長 室

戦 略 統 括 会 議

学 長
アドバイザリーボード

T o k y o  T e c h
アドバイザリーボード

人 事 委 員 会

監 査 室

教育研究資金適正管理室

情 報 活 用 Ｉ Ｒ 室

コンプライアンス・
危 機 管 理 室

企画立案執行組織

企 画 本 部

教 育 本 部

キ ャ ン パ ス
マネジメント本部

研究・産学連携本部

事 務 局

監 査 事 務 室

総 務 部

人 事 課

広 報 課

安 全 企 画 課

すずかけ台総務課

労 務 室

業務改革室

秘 書 室

総 務 課

財 務 部

主 計 課

経 理 課

契 約 課

すずかけ台会計課

地球生命研究所

元 素 戦 略
研究センター

研 究 推 進 部

研究資金支援課

産 学 連 携 課

情報図書館課

情 報 基 盤 課

研 究 企 画 課

国 際 推 進 課

施 設 運 営 部

施設総合企画課

施 設 整 備 課

企 画 ・ 国 際 部

企画・評価課

社 会 連 携 課

国 際 連 携 課

学 務 部

教 務 課

学 生 支 援 課

入 試 課

附属科学技術高等
学校業務推進課

教育プログラム
推 進 室

留学生交流課

学 院 等 事 務 部

再開発推進室

社会情報流通基盤研究センター

細胞制御工学研究センター

未 来 の 人 類 研 究 セ ン タ ー

全 固 体 電 池 研 究 セ ン タ ー

未 来 産 業 技 術 研 究 所

フ ロ ン テ ィ ア 材 料 研 究 所

化 学 生 命 科 学 研 究 所

ゼロカーボンエネルギー研究所

科 学 技 術 創 成 研 究 院

ビッグデータ数理科学研究ユニット

アトムハイブリッドマテリアル研究ユニット

バイオインタフェース研究ユニット

ナノ空 間 触 媒 研 究 ユ ニット

化学資源持続生産研究ユニット

異 種 機 能 集 積 研 究 ユ ニット

AIコンピューティング研究ユニット

生 体 恒 常 性 研 究 ユ ニ ット

福島復興・再生研究ユニット

ナノセンシング研究ユニット

量 子 航 法 研 究 ユ ニ ッ ト

バイオメディカルAI研究ユニット

面発光レーザフォトニクス研究ユニット

基 礎 研 究 機 構

未来社会DESIGN
機 構

アド バ ン スメント
オ フ ィ ス

キャンパス革 新
オ フ ィ ス

理学院業務推進課

工学院業務推進課

物質理工学院
業 務 推 進 課

情報理工学院
業 務 推 進 課

生命理工学院
業 務 推 進 課

環境・社会理工学院
業 務 推 進 課

リベラルアーツ研究
教育院業務推進課

科学技術創成研究院
業 務 推 進 課

リーダーシップ教育院
火 山 流 体
研究センター

系外惑星観測
研究センター

イノベーション
デザイン機構

組  織

組織図

2022年9月1日現在

組
織

沿
革

研
究
院
等

教
職
員
・
学
生

プ
ロ
グ
ラ
ム

産
学
連
携

国
際
交
流

財
務
情
報

キ
ャ
ン
パ
ス

学
院

組
織

沿
革

研
究
院
等

教
職
員
・
学
生

プ
ロ
グ
ラ
ム

産
学
連
携

国
際
交
流

財
務
情
報

キ
ャ
ン
パ
ス

学
院

0504 T o k y o  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g yT o k y o  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y



所属・役職等 氏　名

役
　
員

学　長 益　　一哉
総括理事・副学長、理事・副学長（企画担当） 佐藤　　勲
理事・副学長（教育担当） 井村　順一
理事・副学長（研究担当） 渡辺　　治
理事・副学長（財務担当） 芝田　政之
理事・副学長（事務総括担当）・事務局長 湊屋　治夫
理事・副学長（法務労政担当） 川端　小織
監　事 小倉　康嗣
監　事 三矢　麻理子

副
学
長

副学長（戦略構想担当） 三原　久和
副学長（文理共創戦略担当） 上田　紀行
副学長（成長戦略担当） 松下　伸広
副学長（人権担当） 木下　潮音
副学長（国際広報担当） 岩附　信行
副学長（社会連携担当） 日置　　滋
副学長（教育運営担当） 神田　　学
副学長（学生支援担当） 岡村　哲至
副学長（国際連携担当） 林　　宣宏
副学長（研究企画担当），学長特別補佐 桑田　　薫
副学長（産学官連携担当） 屋井　鉄雄
副学長（情報基盤担当） 伊東　利哉
副学長（総合安全・コンプライアンス担当） 湯浅　英哉
副学長（地区安全管理担当） 扇澤　敏明
副学長（不動産活用担当） 宮原　義昭

学
長

特
別
補
佐

学長特別補佐 桑田　　薫
学長特別補佐 松下　伸広
学長特別補佐 波多野　睦子
学長特別補佐 大嶋　洋一
学長特別補佐 栁瀬　博一
学長特別補佐 和田　雄二

理
事
・
副
学
長

総
括
補
佐
等

総括理事・副学長特別補佐 江端　新吾
理事・副学長総括補佐（研究担当） 原　　亨和
理事・副学長特別補佐（教育担当） 腰原　伸也
理事・副学長特別補佐（教育担当） 間中　孝彰
理事・副学長特別補佐（研究担当） 竹下　健二
理事・副学長特別補佐（研究担当） 細野　秀雄
理事・副学長特別補佐（研究担当） 三原　久和
理事・副学長特別補佐（研究担当） 中井　検裕

経
営
協
議
会
構
成
員

学　長 益　　一哉
総括理事・副学長、理事・副学長（企画担当） 佐藤　　勲
理事・副学長（教育担当） 井村　順一
理事・副学長（研究担当） 渡辺　　治
理事・副学長（財務担当） 芝田　政之
理事・副学長（事務総括担当）・事務局長 湊屋　治夫
理事・副学長（法務労政担当） 川端　小織

株式会社JR東日本パーソネルサービス顧問、前東日本旅客鉄道
（株）監査役、一般社団法人蔵前工業会相談役 石田　義雄

（株）NextDecade総合研究所社長 和泉　法夫
一般社団法人蔵前工業会理事長 井戸　清人
独立行政法人日本芸術文化振興会理事長 河村　潤子
国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構理事長 久間　和生
津田塾大学学長 髙橋　裕子
港区長 武井　雅昭
独立行政法人国立高等専門学校機構理事長 谷口　　功

（株）STOCK POINT 代表取締役 土屋　清美
環境・社会理工学院教授 後藤　美香

教
育
研
究
評
議
会

学長 益　　一哉
総括理事・副学長，理事・副学長（企画担当） 佐藤　　勲
理事・副学長（教育担当） 井村　順一
理事・副学長（研究担当） 渡辺　　治
理事・副学長（財務担当） 芝田　政之
理事・副学長（事務総括担当）・事務局長 湊屋　治夫
理事・副学長（法務労政担当） 川端　小織
理学院長 久世　正弘
工学院長 井上　光太郎
物質理工学院長 関口　秀俊
情報理工学院長 増原　英彦
生命理工学院長 梶原　　将
環境・社会理工学院長 髙田　潤一
リベラルアーツ研究教育院長 山崎　太郎

所属・役職等 氏　名

科学技術創成研究院長 大竹　尚登

教
育
研
究
評
議
会

大学院理工学研究科工学系長 井上　光太郎
大学院生命理工学研究科長 梶原　　将
大学院総合理工学研究科長 三宅　美博
大学院社会理工学研究科長 髙田　潤一
大学院イノベーションマネジメント研究科長 日髙　一義
理学部長 久世　正弘
工学部長 井上　光太郎
附属図書館長 山田　　明
副学長（戦略構想担当） 三原　久和
副学長（文理共創戦略担当） 上田　紀行
副学長（成長戦略担当） 松下　伸広
副学長（国際広報担当） 岩附　信行
副学長（教育運営担当） 神田　　学
副学長（学生支援担当） 岡村　哲至
副学長（国際連携担当） 林　　宣宏
副学長（研究企画担当），学長特別補佐 桑田　　薫
副学長（産学官連携担当） 屋井　鉄雄
副学長（情報基盤担当） 伊東　利哉
副学長（総合安全・コンプライアンス担当） 湯浅　英哉
副学長（地区安全管理担当） 扇澤　敏明
理学院教授 中本　泰史
工学院教授 若林　　整
物質理工学院教授 中島　　章
情報理工学院教授 小池　英樹
生命理工学院教授 廣田　順二
環境・社会理工学院教授 竹内　　徹
リベラルアーツ研究教育院教授 弓山　達也
科学技術創成研究院教授 真島　　豊
科学技術創成研究院教授 加藤　之貴
学術国際情報センター教授 青木　尊之

学
長
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・
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株式会社JR東日本パーソネルサービス顧問、前東日本旅客鉄道
（株）監査役、一般社団法人蔵前工業会相談役 石田　義雄

（株）NextDecade総合研究所社長 和泉　法夫
一般社団法人蔵前工業会理事長 井戸　清人
独立行政法人日本芸術文化振興会理事長 河村　潤子
津田塾大学学長 髙橋　裕子
理学院教授 久世　正弘
物質理工学院教授 安藤　慎治
情報理工学院教授 西畑　伸也
生命理工学院教授 和地　正明
科学技術創成研究院教授 中村　健太郎
総括理事・副学長，理事・副学長（企画担当） 佐藤　　勲

部
局
長
等

理学院長 久世　正弘
工学院長 井上　光太郎
物質理工学院長 関口　秀俊
情報理工学院長 増原　英彦
生命理工学院長 梶原　　将
環境・社会理工学院長 髙田　潤一
リベラルアーツ研究教育院長 山崎　太郎
科学技術創成研究院長 大竹　尚登
大学院理工学研究科工学系長 井上　光太郎
大学院生命理工学研究科長 梶原　　将
大学院総合理工学研究科長 三宅　美博
大学院社会理工学研究科長 髙田　潤一
大学院イノベーションマネジメント研究科長 日髙　一義
工学部長 井上　光太郎
附属図書館長 山田　　明
附属科学技術高等学校長 中川　茂樹
オープンファシリセンター研究戦略基盤室長 岩附　信行
センター長等会議主査 秋山　　泰

事
務
局

事務局長 湊屋　治夫
総務部長 塚田　由佳
財務部長 林　　明夫
企画・国際部長 辻　　邦章
学務部長 安達　元英
研究推進部長 玉井　英司
施設運営部長 小湊　啓一
学院等事務部長 平井　陽子

2021年5月1日現在

学 院 ・リベラルアーツ 研 究 教 育 院

学院、系・専門職学位課程一覧

本学は2016年4月より学部と大学院を統一し、新たに「学院」をスタートさ

せました。これまでの3学部23学科、6研究科45専攻から、6学院19系・1

専門職学位課程となって卓越した専門性とリーダーシップを備えた理工系人

材を育成しています。

学 院
2022年5月1日現在

組  織

役職者一覧

理学院

系

数学系

物理学系

化学系

地球惑星科学系

学院研究センター
火山流体研究センター

系外惑星観測研究センター

工学院

系

機械系

システム制御系

電気電子系

情報通信系

経営工学系

リベラルアーツ研究教育院

リベラルアーツ研究教育院は21世紀社会の時代的課題を把握し、その中で

の自らの役割を認識する「社会性」、自らを深く探究する「人間性」、行動し、

挑戦、実現する「創造性」を兼ね備え、より良き未来社会を築く「志」のある

人材を育成します。

物質理工学院

系
材料系

応用化学系

情報理工学院

系
数理・計算科学系

情報工学系

学院研究センター サイバーセキュリティ研究センター

生命理工学院

系 生命理工学系

環境・社会理工学院

系

建築学系

土木・環境工学系

融合理工学系

社会・人間科学系

イノベーション科学系

専門職学位課程 技術経営専門職学位課程

学院研究センター 教育施設環境研究センター
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科 学 技 術 創 成 研 究 院 等

科学技術創成研究院は、未来産業技術研究所、フロンティア材料研究所、化学

生命科学研究所、ゼロカーボンエネルギー研究所の4つの附置研究所、4つの

研究センター、13の研究ユニット及び基礎研究機構から構成されます。知の

結集を図り、革新的な科学技術を開拓し、新たな研究領域の創出と人類社会

の課題解決、将来の産業基盤の育成を強く意識した世界トップレベルの研究

成果創出を使命とします。

科学技術創成研究院

フロンティア材料研究所
多様な元素から構成される無機材料を中心として、有機・金属材料などの

広範な物質・材料系との融合を通じて革新的物性・機能を有する材料を創

製し、これらの材料に関する新しい学理を探究し、社会の諸問題の解決に

寄与することを目的としています。本研究所は共同利用・共同研究拠点「先

端無機材料共同研究拠点」として、全国の関連分野の研究者との共同研究

を推進しています。

ゼロカーボンエネルギー研究所
再生可能エネルギーや原子力エネルギーなどのゼロカーボンエネルギーと

その利用システムを開発し、カーボンニュートラル（CN）社会の実現に向

けて環境と調和し、かつ経済的な持続可能な社会の基盤創成を目的としま

す。さらにCNの実現に不可欠な電力および熱エネルギーの貯蔵、エネル

ギーキャリアへの変換、エネルギー社会を支える物質循環システムについ

ても研究し、グリーントランスフォーメーションによる産業・社会の構造変

化を先導していきます。

未来産業技術研究所
機械工学、電気電子工学、金属工学、情報工学、環境工学、防災工学、社

会工学等の異分野融合により、新たな産業技術を創成し、豊かな未来社会

の実現に貢献することをミッションとして、研究に取り組んでいます。異分

野融合の具体的取り組みとして、ネットワーク型共同研究拠点「生体医歯

工学共同研究拠点」として共同研究を推進しています。

化学生命科学研究所
研究所のミッションを「分子を基盤とする化学および生命科学に関する基

礎から応用までの研究の深化、発展を通じて、新しい学理の創成と次世代

科学技術の創出を実現し、人類の高度な文明の進化と、より豊かで持続可

能な社会の具現化に貢献する。」と定め、物質・資源・エネルギー・生命

をキーワードとして、豊かな暮らしの実現に向けて研究を推進します。

研究所

ビッグデータ数理科学研究ユニット
社会に蓄積されたビックデータを融合的に活用し、人間社会の現象を科学

の視点から解明します。災害など、環境変化の影響を大規模シミュレーショ

ンにより予測可能とする基盤モデルの構築を目指します。

アトムハイブリッドマテリアル研究ユニット
規則的な幾何学構造を持つ精密高分子構造体を利用して、同一もしくは異

種の元素を任意の原子数単位で精密に配合したサブナノ粒子を合成し、次

世代の革新的な機能を有するサブナノ粒子群の創製を目指します。

研究ユニット

バイオインタフェース研究ユニット
生体情報から身体を調整する仕組みを研究することにより、身体の状態を

可視化する実用化技術の開発を行います。医療や福祉の現場に活かせるよ

うな幅広い用途への活用を目指します。

ナノ空間触媒研究ユニット
ナノ空間構造の自在制御・機能化を達成し、地球上に存在する多様な炭素

資源を有用化学品に変換可能なナノ空間触媒を創製し、資源の有効利用と

化学品製造プロセスのグリーン化を目指します。

社会情報流通基盤研究センター
行政機関や医療機関等が管理する個人情報を、本人が必要に応じて取得・

確認・利活用できる安全確実な社会情報流通基盤を整備・活用し、行政の

ワンストップサービスや生涯に渡る個人健康管理を実現するための研究開

発を実施しています。

研究センター

細胞制御工学研究センター
生命の基本単位である細胞レベルの生命現象に焦点を当てて先端的な基

礎研究を進めるとともに、それら基礎研究の成果を利用した医療と創薬の

基盤技術の確立という社会還元も見据えた研究を推進します。

未来の人類研究センター
数十年、数百年先の人類を見据えた現実的かつ本質的な問いを再設定し、

理工系の最先端の研究と歩調を合わせながら、科学技術が人間にもたらす

変化や守るべき価値、その可能性について多角的に探索し、シンポジウム

や書籍、ウェブ記事、ラジオといった多様な仕方で発信します。

全固体電池研究センター
安全性・安定性に優れ、エネルギー密度も高いことが期待される全固体電

池のキーテクノロジーである超イオン伝導体（固体でありながら、構造の中

を高速でイオンが動き回る特長を持った物質）の開発をリードしている優位

性を発揮し、全固体電池の実用化を促進します。

基礎研究機構

世界的に著名な研究者を塾長とする「専門基礎研究塾」と「広域基礎研究

塾」を設置し、社会的な期待や責任を自覚しつつ独創的･萌芽的な研究を推

進することのできる人材を育成します。世界トップレベルの研究者を輩出し、

もって、科学技術の進展に資することを目的としています。

地球生命研究所
WPI＊アカデミー拠点。地球の起源・進化の研究から得た初期地球環境の

情報を基に、生命起源の謎に迫ります。地球惑星科学及び生命科学を融合

した生命惑星学を開拓し、世界的研究拠点を目指します。

（注）＊WPI…文部科学省世界トップレベル研究拠点プログラム

先駆研究組織

IRFI研究体

量子コンピューティング研究拠点
高機能な量子コンピュータの将来的な実現に向けて、量子ゲート方式および

量子アニーリング方式の量子コンピュ―ティングにかかわる基礎理論の研究

を中長期的な視野に立って強力に推進します。また、社会人を対象とした量

子コンピューティングの基礎理論講座を開講し、広い視野を持つ人材を育成

します。

化学資源持続研究ユニット
これまでの触媒からさらに化学反応を活性化させる研究です。環境負荷を

減らすとともに効率性を高める革新的な触媒開発を行い、実用化を目指し

ます。

異種機能集積研究ユニット
三次元大規模集積技術でテラバイトメモリや超小型システムモジュール、バ

イオデバイス、植物の気持ちセンサーを産学研究プラットフォーム（WOW

アライアンス）で開発します。

生体恒常性研究ユニット
生体は体温や血糖値を始めとする体内環境を一定に保つ恒常性維持機能を

構えています。このユニットは、生体がもつ様々な恒常性維持機能の内、特

に体液恒常性、血圧、そして肥満を制御する脳内機構の解明を目指します。

AIコンピューティング研究ユニット
手続き型から構造型への情報処理の変革を研究主題とし、広義の人工知能

アプリケーションの加速を目指して、深層ニューラルネットワーク（DNN）、

統計的機械学習、最適化問題などに適した新しいコンピューティングアー

キテクチャの創出を目指します。

福島復興・再生研究ユニット
2011年の福島第一原子力発電所事故で放出された放射性物質によって原

発周囲の環境が汚染され、原子力の安全性への信頼を大きく損なう結果と

なりました。本ユニットでは未曽有の原発事故からの福島の早期復興を目

指して環境回復、廃炉促進のための基盤技術構築に取り組んでいます。

ナノセンシング研究ユニット
社会の最上位の目的であるhappiness & well-beingの基礎となる「健

康と安全な食」を支えるため、超高感度加速度センシングシステムを実用

化し持続可能な「医療と食生産」に応用することを目指します。

量子航法研究ユニット
航法を支える各種センサーについて、古典から量子に至る最先端技術を開

発・ 融合し、海中や外宇宙にまで人類の精密な活動空間を拡げます。さら

に地球内部を診断することで防災・減災へ役立てるなど、航法科学の新た

な応用先を開拓します。

バイオメディカルAI研究ユニット
私どもが25年以上に渡って培ってきた深層学習研究と医療分野での社会

実装の実績を活かし、現在の深層学習が抱える課題を解決する次世代AIモ

デルと基盤技術を開発、AIの成長分野である生体医学分野に応用し、国内

外の病院、企業、官公庁、研究機関との共同研究でその社会実装を推進し

ます。

面発光レーザフォトニクス研究ユニット
面発光レーザフォトニクスを起点として、超高速大容量光通信・インターコ

ネクト、高解像3Dセンシングなど、2030年代の産業・社会の基盤になると

想定される次世代情報通信技術“Beyond 5G“を支えるフォトニクスの基盤

技術構築を推進します。

元素戦略研究センター
「元素戦略」は資源の乏しい我が国の重要な戦略的研究であり、この研究

を実施する組織として誕生しました。元素戦略研究センター（MCES）では

文部科学省「元素戦略プロジェクト＜研究拠点形成型＞」の「東工大元素

戦略拠点」（2022年完遂）と科学技術振興機構「ACCEL細野エレクトライ

ドプロジェクト」（2018年完遂）が運営されてきました。2015年には、世

界初の元素戦略専用施設として新棟が竣工しました。2022年度には、10

年プロジェクトである文部科学省データ創出・活用型マテリアル研究開発

プロジェクトが採択されました。

本学の研究戦略に基づき、強力な国際的な連携のもと未開拓・革新性の高

い研究に挑戦する世界最高水準の研究拠点を複数構築するための全学的な

研究組織。「飛躍的な研究推進で社会に貢献」という本学の基本方針を実現

する研究力強化方策の一つとして2022年4月に設置されました。

国際先駆研究機構
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科 学 技 術 創 成 研 究 院 等

附属図書館
附属図書館は、理工系外国雑誌を中心とした専門性の高い蔵書を整備して、

学内外の利用に供しています。電子図書館機能の拡充にも取り組んでおり、

電子ジャーナルをはじめとして、インターネットを介して豊富なサービスを提

供しています。

附属図書館

電子資料

区　分 電子ジャーナル 電子ブック データベース

国内資料 21 1,538 4 

外国資料 12,016 30,420 5 

2022年4月1日現在（点数）

蔵書数（図書）

区　分 大岡山 すずかけ台 合　計

和　書 245,846 49,940 295,786 

洋　書 397,538 61,771 459,309 

合　計 643,384 111,711 755,095 

2022年4月1日現在（冊数）

2021年度利用状況

区　分 大岡山 すずかけ台 合　計

入館者数 124,523 19,888 144,411 

館外貸出数 61,087 14,377 75,464 

蔵書数（雑誌）

区　分 大岡山 すずかけ台 合　計

和　書 2,788 379 3,167 

洋　書 11,544 1,227 12,771 

合　計 14,332 1,606 15,938 

2022年4月1日現在（種類数）

研究活動の基盤となる寒剤の供給や低温技術の提供、寒剤利用に関する

安全教育などによって、極低温下における物性研究及び理工学の基礎研究

を支援しています。

極低温研究支援センター

本機構は「組織」対「組織」による本格的産学連携の実現を推進すること

を目的として設置された組織です。産業界と密接に連携しつつ、新規事業

開拓から社会実装まで総合的に目指した協働研究拠点制度を中心に大型

共同研究を推進していきます。

オープンイノベーション機構
本学の創設以来140余年にわたる教育や研究の歴史的成果や記録を収集・

保存し、その調査・研究の業績を展示しています。併設の資史料館と公文書

室では、大学の保有する重要な文書類の保存・ 活用を進め、「国立公文書

館等」（＝国立公文書館に類する機能を有する施設）の役割も担っています。

博物館

放射性同位元素、放射線発生装置及び表示付認証機器を利用する者の教

育研究を支援するとともに、安全管理、教育訓練の実施等全学の放射線安

全管理の中心的役割を担っています。

放射線総合センター

ものつくり教育とそのための研究及び地域連携を全学横断的に支援するこ

とを目的に設置された組織です。在学生の教育・研究での利用だけでなく、

サークル活動支援、近隣の方々、高校生への東工大紹介など、ものつくり

活動の啓発拠点としても活発に活動しています。

ものつくり教育研究支援センター

スパコン、認証システム・メール・ネットワーク等情報基盤、ソフトウェア包

括契約等のサービス提供をしています。また、学際大規模情報基盤共同利用・

共同研究拠点の活動、HPCIへの資源提供をしています。

学術国際情報センター

共通支援組織

本学における保健管理に関する専門的業務を行っています。医師・カウン

セラー・保健師・看護師が、健康診断の実施や日頃の健康相談、カウンセ

リング、また安全衛生に関する研修や講習会などを通じて、学生および職

員の心身の健康の保持増進を支援しています。

保健管理センター
学生生活すべてを様々な角度から支援していくために2部門体制で運営して

います。学生相談部門は、学生生活に関する相談対応を行う学生相談室・電

話相談デスク，障害学生のトータル支援を行うバリアフリー支援室の運営を

行っております。未来人材育成部門は、就職イベントの開催や就職支援、学

勢調査・ピアサポート等の学生が主体となる活動の支援、学修コンシェルジュ

による入学直後の学生の修学支援、留学生の日本文化体験や留学生と日本

人学生の交流イベントの実施などの国際交流に関する支援を行っています。

学生支援センター

本学の教育研究理念・戦略に基づき、教授力と教育意識の高い教員の育成

と、学習意欲に溢れた学力及び人間力の高い学生の育成を図り、世界最高

の理工系総合大学の実現に資することを目的とし、設立されました。「教育の

質保証体制の構築」「教育能力開発」「教育学習環境開発」を柱とし、各種

FD研修、授業学修アンケート、アクティブ・ラーニングの推進、MOOC開発

などを行っています。

教育革新センター

共通教育組織

本教育院は、修博一貫教育により、エネルギーの多元的学理を基に、ビッグ

データ科学を活用し、エネルギーデバイス/システム/シナリオについての研

究・開発を行い、新しいエネルギー社会をデザインし、変革を駆動する人材

「マルチスコープ・エネルギー卓越人材」を育成します。

エネルギー・情報卓越教育院
修士・博士後期課程を一貫した学位プログラムにより、フィジカル空間技術

とサイバー空間技術の統合にとどまらず、量子科学や人工知能などの最先

端の科学技術を融合できる知のプロフェッショナルを育成します。国内外の

大学、研究機関、民間企業、自治体、省庁と連携し、社会連携教育・異分野

融合研究を推進しています。

超スマート社会卓越教育院

本学の国際化を推進するための効果的な国際教育の実施を担っており、関

係部局等との連携により、主に全学共通で実施する国際教育プログラムの

計画・運営、本学学生の国際経験の促進、外国人留学生の予備教育の実

施等に関することを担当しています。

国際教育推進機構

全学を対象とする大学院キャリア科目の設置や運営を行っています。キャリア

科目は大学院課程（修士課程及び博士後期課程）修了に必須要件となって

おり、キャリアプランに応じた意識涵養、実地研修等の教育を実施しています。

イノベーション人材養成機構
修士・博士後期課程を一貫した教育体系のもとで専攻分野や国籍・文化

的背景の異なる学生同士が切磋琢磨し、学術分野の枠を超えた多様な人々

を巻き込んで将来の国際社会を牽引することができるリーダーシップを備

えた人材を養成します。

リーダーシップ教育院附属科学技術高等学校

附属高校

東京工業大学附属科学技術高等学校はスーパサイエンスハイスクールに指

定され、新しい教育システムを実践し、成果を普及すると共に、その定着を

通して科学技術を志向する全人的教育を目指します。

また、本学と一体となった理工学教育のあり方を求め、高大連携教育を実施

しております。

2022年5月1日現在

学科名 入学定員
1学年 2学年 3学年 合　計

男 女 男 女 男 女 男 女 計

科学・技術科 200 163 40 163 40 203

応用化学分野 29 11 24 15 53 26 79

情報システム分野 33 8 33 5 66 13 79

機械システム分野 33 4 30 10 63 14 77

電気電子分野 20 6 31 5 51 11 62

建築デザイン分野 25 7 22 12 47 19 66

合　計 200 163 40 140 36 140 47 443 123 566

物質と情報をリンクさせ、情報科学を駆使して複眼的・俯瞰的視点から発

想することで、独創的な物質・情報研究を進める「複素人材」を育成します。

修博一貫の国際的に卓越した博士教育を、国内外の大学・研究機関・民

間企業と組織的に連携して実施しています。

物質・情報卓越教育院

社会人アカデミー
技術革新の著しい進展や産業構造の変化に伴う各種ニーズに対応した社会

人の学び直しを推進するため、産業界が求める新たな高度技術や知識の広が

りを必要とする人々に、さまざまな講習プログラムを提供しています。
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教 職 員・学 生

教職員・学生数

研究員等の受入数

部局等 客員研究員 受託研究員 民間等
共同研究員

日本学術振興会特別研究員
合　計

PD DC2 DC1

理学院 4 1 1 10 9 19 44 

工学院 7 2 14 2 12 15 52 

物質理工学院 3 14 22 2 16 22 79 

情報理工学院 3 3 1 7 6 20 

生命理工学院 2 23 26 3 12 8 74 

環境・社会理工学院 15 17 1 12 4 49 

リベラルアーツ研究教育院 2 2 

科学技術創成研究院 3 8 60 4 75 

先駆研究組織 1 8 3 12 

共通教育組織・共通支援組織等 0 

合　計 38 65 135 27 68 74 407 

（注）日本学術振興会特別研究員は、新規採用及び継続を含む。

2022年5月1日現在

教職員数

役　員 学　長 理事・副学長 監　事 合　計

学長、理事・副学長、監事 1 6 2 9

職　員
事務系 技術技能系 医療系

合　計
男 女 計 男 女 計 男 女 計

事務職員・技術職員等 247 253 500 81 25 106 4 4 610

マネジメント教員
マネジメント教授 マネジメント准教授

合　計
男 女 計 男 女 計

学術国際情報センター   3  3 3 

企画本部 1 1 2 1 1 2 4 

合　計 1 1 2 4 1 5 7 

教　員
教　授 准教授 講　師 助　教 教務職員 教諭・養護教諭 実習助手

合 計
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

理学院 47 1 48 35 2 37 1  1 49 2 51    137 

工学院 67 2 69 58 10 68 1  1 42 5 47 1  1 186 

物質理工学院 46 3 49 41 5 46    42  42    137 

情報理工学院 27  27 18 2 20 2 1 3 20 4 24    74 

生命理工学院 25 5 30 22 7 29 3  3 35 3 38    100 

環境・社会理工学院 40 5 45 35 5 40    24 11 35    120 

リベラルアーツ研究教育院 20 3 23 11 8 19 4 1 5 5 1 6    53 

科学技術創成研究院 56 3 59 49 4 53  1 1 60 8 68    181 

国際先駆研究機構 1  1       1  1 2 

先
駆
研

究
組
織

地球生命研究所 5  5 3  3       8 

共
通
教
育

組
織

イノベーション人材養成機構    1 1 2       2

リーダーシップ教育院    3 2 5  1 1    6 

エネルギー・情報卓越教育院 4 1 5 2  2       7

共
通
支
援
組
織

保健管理センター 3  3 2  2       5 

学生支援センター  2 2          2 

教育革新センター 1 1 2 1  1       3 

学術国際情報センター 5  5 5  5    1  1 11 

放射線総合センター    1  1       1 

博物館 1  1          1 

オープンイノベーション機構 1  1          1 

そ
の
他

運
営
組
織

企画本部 2  2          2 

キャンパスマネジメント本部     1 1       1

附属科学技術高等学校 34 11 45 1 2 3 48 

合　計 351 26 377 287 47 334 11 4 15 279 34 313 1  1 34 11 45 1 2 3 1,088 

（注）教諭・養護教諭は、副校長・主幹教諭を含む。

職　員
副学長 事務系 技術技能系 医療系 教務系

合 計
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

非常勤職員（週30時間以上勤務） 1 1 2 98 482 580 158 90 248 1 1 2 2 2 4 836

非常勤職員（週29時間以下勤務） 1 1 2 23 306 329 118 147 265 1 1 2 3 1 4 602

非常勤職員合計 2 2 4 121 788 909 276 237 513 2 2 4 5 3 8 1,438

非常勤教職員数

教　員
特命教授 特任教授 特任准教授 特任講師 特任助教 特定教授 特定准教授 特定講師 特定助教

合計
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

非常勤教員 13  13 125 12 137 72 9 81 7 2 9 49 13 62 71 5 76 37 3 40 3 1 4 5  5 427

客員研究員の国または地域別
2021年度延べ受け入れ人数

国または地域 人　数

アフリカ エジプト 4

ヨーロッパ

イギリス 1

イタリア 1

スペイン 2

ドイツ 2

フランス 2

ポーランド 1

ルクセンブルグ 1

合　計 47

国または地域 人　数

アジア

インド 4

インドネシア 1

韓国 1

タイ 3

中国 19

バングラデシュ 2

ベトナム 1

マレーシア 1

中近東 サウジアラビア 1
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教職員・学生数

教 職 員・学 生

2022年5月1日現在

学士課程学生数（総計）

１　年 ２　年 ３　年 ４　年 計
合　計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

総　計 1,005 154 927 160 985 174 1,265 133 4,182 621 4,803

学 院 系 定 員
1　年 2　年 3　年 4　年

系合計＊ 学院合計
男 女 男 女 男 女 男 女

理
学
院

数学系

 156 （5） 17 （0）

27 （0） 1 （0） 32 （0） 1 （0） 41 （1） 2 （0） 104 （1）

物理学系 63 （2） 3 （0） 62 （0） 3 （0） 76 （2） 5 （0） 212 （4）

化学系 30 （0） 3 （1） 33 （0） 3 （0） 32 （2） 5 （1） 106 （4）

地球惑星科学系 20 （0） 2 （0） 24 （0） 1 （0） 44 （0） 1 （0） 92 （0）

計 151 156 （5） 17 （0） 140 （2） 9 （1） 151 （0） 8 （0） 193 （5） 13 （1） 514 （9） 687（14）

工
学
院

機械系

355（12） 31 （2）

119 （2） 5 （1） 130 （7） 8 （1） 151（11） 9 （0） 422（22）

システム制御系 43 （2） 6 （0） 42 （2） 7 （2） 54 （2） 5 （0） 157 （8）

電気電子系 86 （3） 5 （0） 89 （5） 7 （5） 105 （6） 6 （1） 298（20）

情報通信系 48 （2） 2 （0） 46 （4） 6 （1） 56 （1） 2 （1） 160 （9）

経営工学系 51 （0） 7 （0） 49 （1） 14 （1） 76 （2） 3 （0） 200 （4）

計 358 355（12） 31 （2） 347 （9） 25 （1） 356（19） 42（10） 442（22） 25 （2） 1,237（63） 1,623（77）

物
質
理
工

学
院

材料系
164 （0） 25 （0）

77 （0） 17 （1） 90 （1） 10 （2） 95 （6） 13 （2） 302（12）

応用化学系 74 （3） 14 （0） 70 （1） 17 （2） 99 （7） 14 （1） 288（14）

計 183 164 （0） 25 （0） 151 （3） 31 （1） 160 （2） 27 （4） 194（13） 27 （3） 590（26） 779（26）

情
報
理
工

学
院

数理・計算科学系
98 （2） 3 （0）

32 （1） 4 （0） 35 （0） 5 （1） 48 （0） 1 （0） 125 （2）

情報工学系 55 （1） 8 （1） 71 （2） 6 （1） 72 （2） 9 （2） 221 （9）

計 92 98 （2） 3 （0） 87 （2） 12 （1） 106 （2） 11 （2） 120 （2） 10 （2） 346（11） 447（13）

生
命
理
工

学
院

生命理工学系 129 （0） 38 （0） 101 （1） 39 （0） 113 （2） 41 （2） 153 （3） 31 （2） 478（10）

計 150 129 （0） 38 （0） 101 （1） 39 （0） 113 （2） 41 （2） 153 （3） 31 （2） 478（10） 645（10）

環
境
・
社
会

理
工
学
院

建築学系

100（17） 40 （7）

40 （1） 19 （0） 34 （1） 25 （0） 50 （1） 11 （1） 179 （4）

土木・環境工学系 22 （0） 9 （0） 30 （0） 9 （0） 37 （1） 4 （2） 111 （3）

融合理工学系 39（22） 16 （7） 35（20） 11 （4） 53（18） 11 （7） 165（78）

計 134 100（17） 40 （7） 101（23） 44 （7） 99（21） 45 （4） 140（20） 26（10） 455（85） 595（109）

合　計 1,068 1,002（36） 154 （9） 927（40） 160（11） 985（46） 174（22） 1,242（65） 132（20） 3,620（204）4,776（249）

学士課程学生数（系別）

（注1）（　）内は外国人留学生数で、左側の数字の内数。　（注2）＊「系合計」は、系所属の学士課程学生（2 〜 4年）の合計数。

（注）（　）内は外国人留学生数で、左側の数字の内数。

学 部 学　科
4年次 計

合　計
男 女 男 女

理
学
部

数　学 2 （0） 2 （0） 2 （0）

物理学 2 （0） 2 （0） 2 （0）

情報科学 1 （0） 1 （0） 1 （0）

地球惑星科学 1 （0） 1 （0） 1 （0）

計 6 （0） 6 （0） 6 （0）

工
学
部

金属工学 2 （0） 2 （0） 2 （0）

化学工学 2 （0） 2 （0） 2 （0）

高分子工学 1 （0） 1 （0） 1 （0）

機械知能システム学 1 （0） 1 （0） 1 （0）

経営システム工学 1 （0） 1 （0） 1 （0）

電気電子工学 2 （0） 2 （0） 2 （0）

情報工学 6 （0） 6 （0） 6 （0）

土木・環境工学 1 （0） 1 （0） 1 （0）

社会工学 1 （0） 0 （0） 1 （0） 1 （0）

計 16 （0） 1 （0） 16 （0） 1 （0） 17 （0）

生
命

理
工
学
部

生命科学 1 （0） 1 （0） 1 （0）

計 1 （0） 1 （0） 1 （0）

合　計 23 （0） 1 （0） 23 （0） 1 （0） 24 （0）

学士課程学生数（学科別）学士課程学生数（類別）

類
１　年

合　計
男 女

第1類

第2類

第3類

第4類 1 （0） 1 （0）

類
１　年

合　計
男 女

第5類

第6類 1 （0） 1 （0）

第7類 1 （0） 1 （0）

合　計 3 （0） 3 （0）

（注）（　）内は外国人留学生数で、左側の数字の内数。
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教 職 員・学 生

2022年5月1日現在

教職員・学生数

大学院生数 大学院生数

学
院
・
研
究
科

系・専攻名

修士課程

修士
合計

博士後期課程

博士
合計 合 計入

学
定
員

収
容
定
員

1年次 2年次 計 入
学
定
員

収
容
定
員

1年次 2年次 3年次 計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

総
合
理
工
学
研
究

環境理工学創造 1（0） 1（0） 1（0） 1（0）

人間環境システム 1（0） 1（0） 1（0） 1（0）

創造エネルギー 1（0） 1（0） 1（0） 1（0）

知能システム科学 5（0） 5（0） 5（0） 5（0）

物理情報システム 1（0） 1（0） 1（0） 1（0）

計 8（0） 1（0） 8（0） 1（0） 9（0） 9（0）

社
会
理
工
学
研
究
科

人間行動システム 2（0） 2（0） 2（0） 2（0）

価値システム 1（0） 2（0） 1（0） 2（0） 3（0） 3（0）

経営工学 2（0） 2（0） 2（0） 2（0）

社会工学 1（0） 1（0） 1（0） 1（0）

計 6（0） 2（0） 6（0） 2（0） 8（0） 8（0）

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科

イノベーション＊1 4（0） 4（0） 4（0） 4（0）

計 4（0） 0 （0） 4（0） 4（0） 4（0）

合　計＊3 1,584 3,168 1,611（267） 402（155）1,683（269） 443（156）3,294（536） 845（311） 4,139（847）567 1,701 363（148） 97（63）327（131） 83（47）567（175） 150（86）1,257（454） 330（196）1,587（652）5,726（1,499）

（注1）＊1は博士後期課程のみ。＊2は専門職学位課程。＊3は専門職学位課程を含む。　（注2）（　）内は外国人留学生数で左側の数字の内数。

研究生等

学　院
科目等履修生 研究生（国費） 研究生（私費） 海外交流学生 海外訪問学生 日本語研修生 合　計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

理学院 8（0） 5（3） 1（1） 1（1） 14（4） 1（1）

工学院 6（0） 1（0） 1（1） 10（1） 6（6） 1（1） 23（8） 2（1）

物質理工学院 2（0） 5（2） 2（0） 5（5） 3（3） 2（2） 14（9） 5（3）

情報理工学院 4（0） 1（0） 4（4） 1（1） 1（0） 1（1） 10（5） 2（1）

生命理工学院 1（0） 2（2） 6（1） 2（0） 1（1） 8（2） 4（2）

環境・社会理工学院 4（0） 3（0） 4（4） 2（2） 5（3） 4（3） 3（3） 3（3） 1（1） 5（5） 2（2） 21（15） 15（11）

合　計 25（0） 5（0） 5（5） 4（4） 31（10） 8（3） 12（12） 7（7） 1（0） 1（1） 16（16） 4（4） 90（43） 29（19）

（注）（　）内は外国人留学生数で左側の数字の内数。

学
院
・
研
究
科

系・専攻名

修士課程

修士
合計

博士後期課程

博士
合計 合 計入

学
定
員

収
容
定
員

1年次 2年次 計 入
学
定
員

収
容
定
員

1年次 2年次 3年次 計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

理
学
院

数学系

154 308

23（2） 26（1） 49（3） 49（3）

52 156

6（0） 1（0） 1（1） 10（1） 3 （0） 17（1） 4（1） 21（2） 70（5）

物理学系 62（4） 6（2） 65（4） 6（2） 127（8） 12（4） 139（12） 10（2） 9（2） 21（2） 2（1） 40（6） 2（1） 42（7） 181（19）

化学系 45（3） 10（1） 53（2） 11（2） 98（5） 21（3） 119（8） 10（2） 1 （1） 10（3） 9 （0） 29（5） 1（0） 30（5） 149（13）

地球惑星科学系 23（2） 6（2） 16 （0） 5 （0） 39（2） 11（2） 50（4） 7（1） 4（1） 7 （0） 2（1） 7（2） 3（1） 21（3） 9（3） 30（6） 80（10）

計 153（11） 22（5） 160（7） 22（4） 313（18） 44（9） 357（27） 33（5） 5（2） 27（5） 3（2） 47（5） 8（2） 107（15） 16（6） 123（21）480（48）

工
学
院

機械系

477 954

184（24） 14（4） 188（16） 16（3） 372（40） 30（7） 402（47）

169 507

24（12） 3（2） 31（19） 2（1） 44（17） 8（5） 99（48） 13（8） 112（56） 514（103）

システム制御系 69（11） 4（3） 62（12） 8（1） 131（23） 12（4） 143（27） 10（5） 9（3） 2（2） 12（5） 31（13） 2（2） 33（15） 176（42）

電気電子系 162（28） 14（8） 176（37） 19（11） 338（65） 33（19） 371（84） 40（21） 2（2） 35（15） 2（2） 54（28） 6（6） 129（64） 10（10）139（74）510（158）

情報通信系 93（39） 23（13） 92（31） 23（17）185（70） 46（30）231（100） 28（17） 2（2） 17（10） 5（3） 38（19） 8（7） 83（46） 15（12） 98（58）329（158）

経営工学系 56（8） 15（8） 58（4） 15（5） 114（12） 30（13） 144（25） 5（2） 5（0） 1（1） 9（3） 3（2） 19（5） 4（3） 23（8） 167（33）

計 564（110） 70（36） 576（100） 81（37）1140（210）151（73） 1291（283） 107（57） 7（6） 97（47） 12（9） 157（72） 25（20） 361（176） 44（35）405（211）1,696（494）

物
質
理
工
学
院

材料系

347 694

192（40） 35（13） 185（34） 45（10）377（74） 80（23） 457（97）

129 387

41（17） 10（9） 31（11） 12（8） 43（18） 13（11） 115（46） 35（28） 150（74） 607（171）

応用化学系 181（18） 35（8） 170（11） 47（11） 351（29） 82（19） 433（48） 51（10） 11（6） 35（14） 9（3） 46（20） 5（5） 132（44） 25（14）157（58）590（106）

計 373（58） 70（21） 355（45） 92（21）728（103） 162（42）890（145） 92（27） 21（15） 66（25） 21（11） 89（38） 18（16）247（90） 60（42） 307（132）1,197（277）

情
報
理
工
学
院

数理・計算科学系

135 270

46（4） 5（3） 58（7） 7（2） 104（11） 12（5） 116（16）

50 150

4（2） 1（1） 8（3） 1 （0） 25（5） 1 （0） 37（10） 3（1） 40（11） 156（27）

情報工学系 93（26） 14（4） 101（28） 23（11） 194（54） 37（15） 231（69） 24（15） 4（4） 20（11） 2（1） 47（14） 13（7） 91（40） 19（12）110（52）341（121）

計 139（30） 19（7） 159（35） 30（13）298（65） 49（20）347（85） 28（17） 5（5） 28（14） 3（1） 72（19） 14（7） 128（50） 22（13）150（63） 497（148）

生
命
理
工
学
院

生命理工学系

168 336

120（11） 86（22）136（22） 66（18）256（33） 152（40）408（73）

52 156

33（10） 22（15） 37（8） 20（14） 44（9） 28（18）114（27） 70（47）184（74） 592（147）

計 120（11） 86（22）136（22） 66（18）256（33） 152（40）408（73） 33（10） 22（15） 37（8） 20（14） 44（9） 28（18）114（27） 70（47）184（74） 592（147）

環
境
・
社
会
理
工
学
院

建築学系

263 526

84（10） 52（18） 97（10） 58（20）181（20） 110（38）291（58）

115 345

21（5） 17（10） 17（6） 8（3） 32（12） 18（8） 70（23） 43（21） 113（44）404（102）

土木・環境工学系 47（7） 12（4） 50（16） 19（8） 97（23） 31（12）128（35） 9（6） 2（2） 14（11） 1（1） 13（5） 8（6） 36（22） 11（9） 47（31） 175（66）

融合理工学系 79（26） 35（21） 76（27） 38（24）155（53） 73（45）228（98） 23（16） 10（8） 16（10） 5（5） 33（14） 15（9） 72（40） 30（22）102（62） 330（160）

社会・人間科学系 16（4） 31（20） 23（5） 30（11） 39（9） 61（31）100（40） 5（3） 6（0） 11（3） 10（1） 16 （0） 6（0） 32（6） 22（1） 54（7） 154（47）

イノベーション
科学系＊1 12（2） 2 （0） 14（2） 42（1） 3 （0） 68（5） 5（0） 73（5） 73（5）

技術経営専門職
学位課程＊2 40 80 36（0） 5（1） 51（2） 7（0） 87（2） 12（1） 99（3） 99（3）

計＊3 262（47） 135（64）297（60）152（63） 559（107） 287（127）846（234） 70（32） 37（20） 72（32） 24（10）136（32） 50（23） 278（96） 111（53） 389（149）1,235（383）

理
工
学
研
究
科

建築学 2（2） 2（2） 2（2） 2（2）

国際開発工学 1（0） 1（0） 1（0） 1（0）

計 2（2） 1（0） 2（2） 1（0） 3（2） 3（2）

生
命
理
工
学
研
究

分子生命科学 1（0） 1（0） 1（0） 1（0）

生体システム 1（0） 1（0） 1（0） 1（0） 2（0） 2（0）

生命情報 1（0） 0（0） 1（0） 1（0） 1（0）

生体分子機能工学 1（0） 0 （0） 1（0） 1（0） 1（0）

計 2 （0） 3 （0） 2（0） 3（0） 5（0） 5（0）
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国または地域別留学生数

教 職 員・学 生

教職員・学生数 入学状況

2022年5月1日現在

学士課程入学者の出身高校の所在地

地　域 都道府県 入学者数

北海道 北海道 21

東　北

青森県 7

岩手県 4

宮城県 6

秋田県 1

山形県 4

福島県 5

関　東

茨城県 17

栃木県 16

群馬県 11

埼玉県 80

千葉県 122

東京都 357

神奈川県 196

中　部

新潟県 13

富山県 7

石川県 4

地　域 都道府県 入学者数

中　部

福井県 5

山梨県 7

長野県 9

岐阜県 5

静岡県 22

愛知県 37

近　畿

三重県 3

滋賀県 4

京都府 2

大阪府 8

兵庫県 10

奈良県 1

和歌山県 5

中　国

鳥取県 1

島根県 2

岡山県 3

広島県 13

地　域 都道府県 入学者数

中　国 山口県 2

四　国

徳島県 2

香川県 3

愛媛県 3

高知県 2

九州・沖縄

福岡県 10

佐賀県 3

長崎県 6

熊本県 4

大分県 3

宮崎県 9

鹿児島県 4

沖縄県 8

その他 49

合　計 1,116

2022年5月1日現在

入学状況

区　分
学士課程

合　計
理学院 工学院 物質理工学院 情報理工学院 生命理工学院 環境・社会理工学院

志願者数 674 1,546 515 825 361 586 4,507

募集人員 151 348 178 92 150 109 1,028

入学者数 164 370 186 99 160 137 1,116

区　分
修士課程

合　計
理学院 工学院 物質理工学院 情報理工学院 生命理工学院 環境・社会理工学院

志願者数 272 911 548 281 265 446 2,723

入学定員 154 477 347 135 168 263 1,544

入学者数 164 533 386 137 180 281 1,681

区　分
博士後期課程

合　計
理学院 工学院 物質理工学院  情報理工学院 生命理工学院 環境・社会理工学院

志願者数 36 59 72 15 37 61 280

入学定員 52 169 129 50 52 115 567

入学者数 33 56 71 15 35 54 264

区　分
専門職学位課程

合　計
環境・社会理工学院

志願者数 84 84

募集人員 40 40

入学者数 30 30

国または地域 学  士 修  士 博士後期 専門職
学位 研究生等 合  計

ア
ジ
ア

バングラディシュ 3 4 5 1 13

カンボジア 1 8 7 16

中華人民共和国 104 601 349 3 14 1,071

インド 4 12 16 2 34

インドネシア 14 47 64 11 136

大韓民国 46 25 35 1 107

マレーシア 14 12 5 2 33

モンゴル 12 3 4 1 20

ミャンマー 1 1 1 1 4

ラオス 2 1 3

ネパール 1 5 3 9

パキスタン 2 4 6

フィリピン 1 9 4 3 17

シンガポール 2 1 3

スリランカ 1 5 6

台湾 9 16 3 28

タイ 32 35 37 104

ベトナム 8 11 15 34

中
近
東

アラブ首長国連邦 1 1

パレスチナ 1 1

イラン 8 1 9

ヨルダン 4 1 1 6

オマーン 3 3

サウジアラビア 3 3

シリア 1 1

トルコ 2 2 1 5

ア
フ
リ
カ

アルジェリア 1 1 2

カメルーン 1 1

エジプト 7 2 9

エチオピア 1 1

ケニア 1 1

コートジボワール 1 1

モロッコ 1 1

セネガル 1 1

チュニジア 3 3

ジブチ 1 1

リベリア 1 1

国または地域 学  士 修  士 博士後期 専門職
学位 研究生等 合  計

大
洋
州

オーストラリア 1 1

ニュージーランド 1 1

北  

米

カナダ 1 2 3

アメリカ 11 5 3 19

中
南
米

ブラジル 2 7 1 2 12

コロンビア 1 1

エクアドル 1 1 2

グアテマラ 1 1

トリニダード・トバゴ 1 1

ジャマイカ 1 1

メキシコ 2 7 9

ハイチ 1 1

ペルー 2 1 1 4

ベネズエラ 1 1

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

オーストリア 2 2

ブルガリア 1 1

ボスニア・ヘル
ツェゴビナ 1 1

デンマーク 1 1 2

フランス 3 1 4

ドイツ 1 6 3 10

ギリシャ 3 3

ハンガリー 1 1 2

イタリア 3 2 5

カザフスタン 3 3

リトアニア 1 1

北マケドニア 1 1

オランダ 3 3

ポーランド 1 1

ロシア 4 1 1 6

スペイン 1 2 1 4

スウェーデン 1 1

スイス 1 1 2

イギリス 1 2 1 4

ルーマニア 1 1

ウクライナ 1 1

合　計 249 844 652 3 62 1,810
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進路状況・学位授与数

学士・学部の就職状況

学院・学部 卒業者数 製造業 非製造業 公務員 その他 進学者数

理学院 149 2 15 1 11 120

工学院 399 13 40 1 30 315

物質理工学院 201 2 3 4 192

情報理工学院 110 8 1 5 96

生命理工学院 148 2 11 1 5 129

環境・社会理工学院 137 9 2 2 124

理学部 7 1 5 1

工学部 18 5 2 9 2

生命理工学部 1 1

合　計 1,170 24 89 6 71 980

（注）その他：留学、研究員、研究生、進学準備中、就職準備中、未回答・不明、その他

修士の就職状況

学院・研究科 修了者数 製造業 非製造業 教　員 公務員 その他 進学者数

理学院 155 57 52 3 7 36

工学院 571 247 220 6 38 60

物質理工学院 428 236 81 5 27 79

情報理工学院 161 15 92 1 22 31

生命理工学院 197 70 75 1 6 45

環境・社会理工学院 355 39 216 11 50 39

合　計 1,867 664 736 1 26 150 290

（注）その他：研究員を除く一年未満の有期雇用労働者、研究従事者（任期付き・報酬なし）、研究生、留学、就職準備中、未回答・不明、その他

博士の就職状況

研究科 修了者数 製造業 非製造業 教　員 公務員 学振研究員 ポスト
ドクター 復　職 その他

理学院 34 7 10 2 1 2 10 2

工学院 74 22 20 3 2 11 8 8

物質理工学院 78 24 12 5 12 19 6

情報理工学院 17 2 6 1 4 4

生命理工学院 34 7 10 1 2 7 5 2

環境・社会理工学院 44 2 16 4 6 12 4

理工学研究科 7 1 3 3

生命理工学研究科 6 1 1 1 1 2

総合理工学研究科 12 2 1 4 5

情報理工学研究科 2 1 1

社会理工学研究科 4 1 3

イノベーションマネジメント研究科 2 1 1

合　計 314 65 77 16 1 7 49 60 39

（注）学振研究員：日本学術振興会特別研究員
復職：社会人学生が修了後、本務先へ復職した場合
その他：進学、研究員・PDを除く一年未満の有期雇用労働者、研究従事者（任期付き・報酬なし）、就職準備中、未回答・不明、その他

区　分
課程博士 論文博士

理　学 工　学 学　術 技術経営 合　計 工　学 合　計

理工学研究科 1 6 7

生命理工学研究科 5 1 6

総合理工学研究科 2 8 2 12

情報理工学研究科 2 2

社会理工学研究科 1 3 4

イノベーションマネジメント研究科 2 2

理学院 34 34

工学院 58 16 74 3 3

物質理工学院 5 69 4 78

情報理工学院 8 6 3 17

生命理工学院 18 13 3 34 1 1

環境・社会理工学院 1 29 13 1 44 2 2

合　計 74 192 45 3 314 6 6

博士学位授与数

2021年度実績

（注）その他：未回答

専門職学位課程の就職状況

研究科 修了者数 製造業 非製造業 復　職 その他 進学者数

環境・社会理工学院 38 2 1 26 1 8

合　計 38 2 1 26 1 8

教 職 員・学 生
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プログラム

教育プログラム

学士課程教育プログラム

グローバル理工人育成コース（初級・中級）
同コースに所属する学生は、系の標準課程の学修に加え、コースが定める

科目の履修および海外留学を通し、以下の能力の習得を目指します。

（1）国際意識、（2）英語力・コミュニケーション能力、（3）異文化理解力、チー

ムワーク力、（4）課題発見・解決力、（5）実践的能力

四大学連合複合領域コース
東京医科歯科大学、東京外国語大学、一橋大学、東京工業大学は、四大学

連合憲章を締結し、相互の交流と教育課程の充実を図ることを目的として、

複合領域コースを設置しています。在学中にコースが定める科目の所要単

位を修得し合格した場合に、コース修了が認定されます。

区　分 履修者

四大学連合複合領域コース 719

グローバル理工人育成コース（初級・中級） 2,043

（注）初級・中級は修士課程の学生も対象としています。履修者のうち、748名は修士課程学生です。

大学院教育プログラム

副専門学修プログラム
学生が選択したコース等以外の分野を履修し、広範な知識・技能を修得さ

せることにより、複眼的並びに学際的及び俯瞰的な視点を養うことを目的

にしたプログラムです。各コースが定める科目の所要単位を修得した場合

には、課程修了時にプログラム修了を認定されます。

東工大－清華大 大学院合同プログラム
本学と清華大学（中華人民共和国）が共同で大学院の学生教育を行い、日

本語、中国語及び英語の素養を持ち、日中双方の文化・習慣に通暁した優

れた理工系の人材を養成し、両国の科学技術及び産業経済の発展に資す

ることを目的としたプログラムです。

デュアルディグリープログラム
博士後期課程に在籍する大学院生が環境・社会理工学院技術経営専門職

学位課程にも所属し、それぞれの学位を取得するプログラムであり専攻分

野について、独創的研究や自立して研究活動を行い、高度な専門性を担う

ため深い学識や卓越した能力を修得させるプログラムです。

特別専門学修プログラム
最先端分野や社会的な課題等に対応するため、全学的な見地から既存の

コースとは別の枠組みによる横断的なカリキュラムを備えたプログラムで

す。各コースが定める科目の所要単位を修得した場合には、課程修了時に

プログラム修了を認定されます。

区　分 修了者

副専門学修プログラム 11

デュアルディグリープログラム 3

特別専門学修プログラム 111

東工大ー清華大　大学院合同プログラム 13

2021年度

グローバル理工人育成コース（上級）
学士課程で培った国際性に関する基礎力をもとに、国際教養、国際リー

ダーシップ、発想力・価値創造力、国際共同研究基礎力などを習得します。

（2022年5月1日現在の履修者：38名）

2022年5月1日現在

国際大学院プログラム

国際大学院プログラム
国際大学院プログラムは講義を全て英語で提供するプログラムです。履修す

る専門分野は様々ですが、多くは国際的課題となっている分野を専門とする

プログラムにおいて、関連する複数のコースが教育を実施します。専門以外

にも、教育、文化などの講義、日本語講座を準備し、修了後、日本で職を求

める学生が、日本社会で活躍できるよう工夫が施されています。また、特に

優秀な学生には文部科学省国費奨学金が与えられます。

2022年5月1日現在

学　院 修士課程 博士後期課程 合　計

理学院 15 10 25

工学院 161 157 318

物質理工学院 102 109 211

情報理工学院 41 40 81

生命理工学院 58 59 117

環境・社会理工学院 127 99 226

計 504 474 978

研究推進体

研究課題 研究推進体名
研究代表者

所　属 職　名 氏　名

持続可能な未来型健康社会の実現 未来型スポーツ・健康科学研究推進体 生命理工学院 教　授 林　宣宏

情報科学を駆使した中分子創薬基盤の開発 中分子IT創薬研究推進体 情報理工学院 教　授 秋山　泰

社会的課題の解決に向けたデータサイエンスおよびAIの研究の推進 社会的課題解決型データサイエンス・AI研究推進体 情報理工学院 学院長（教授） 増原　英彦

領域横断的な循環共生圏農工業基盤の確立 循環共生圏農工業研究推進体 情報理工学院 教　授 山村　雅幸

FPGAアクセラレータおよびFPGA活用基盤の開発 アダプティブコンピューティング研究推進体 情報理工学院 教　授 吉瀬　謙二

いじめ問題の減少軽減に向けた文理融合的研究とその実装 「いじめゼロ！」研究推進体 リベラルアーツ
研究教育院 教　授 上田　紀行

2022年7月1日現在

研究プログラム

特色ある研究プログラム

データ創出・活用型マテリアル研究開発プロジェク
ト：智慧とデータが拓くエレクトロニクス新材料開
発拠点

WPI＊アカデミー拠点 地球生命研究所（ELSI）

期　間 2022.10.1 〜 2031.3.31

代表研究者 神谷　利夫

文部科学省 データ創出・活用型マテリアル研究開発プロジェクトにおいて、

計算科学・データ活用を取り入れたMDXシステムによる新電子機能材料

群の高速・高効率開発と、センターで培った経験及び独創的な材料開拓の

発想を持つ「マテリアル×デジタル（M×D）」人材の育成に、学内外と広

く連携して取り組み、電子材料の元素フロンティアを開拓し、豊富で無害な

元素で新しい材料科学分野の発展に資するための研究を行います。

地球の起源・進化の研究から得た初期地球環境の情報を基に、生命の起

源の謎に迫ります。地球惑星科学及び生命科学を融合した生命惑星学を開

拓し、世界的研究拠点を目指します。

期　間 2022.4.1 〜

代表研究者 関根　康人

（注）＊World Premier International Research Center Initiative
＊WPI…文部科学省世界トップレベル研究拠点プログラム

学位プログラムとして特別に設けた教育課程
産学官にわたる社会の要請に応えながら、国際社会を牽引できる卓越した

能力を養成する修士・博士を一貫した大学院教育課程として、本学では以

下7つの教育課程を実施しています。各教育課程が定める科目の所要単位

を修得した場合には、各教育課程の修了が学位記に付記されます。

・リーダーシップ教育課程（ToTAL）

・グローバルリーダー教育課程（AGL）

・環境エネルギー協創教育課程（ACEEES）

・情報生命博士教育課程（ACLS）

・物質・情報卓越教育課程（TAC-MI）

・超スマート社会卓越教育課程（WISE-SSS）

・エネルギー・情報卓越教育課程（ISE）
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産 学 連 携 ・ 社 会 連 携

協働研究拠点

2022年5月1日現在

協働研究拠点名 連携企業 設置期間 設置部局 研究題目

コマツ革新技術共創研究所 （株）小松製作所 2019.  4.  1 〜 2024.  3.31 IIR トライポロジー技術に関する研究

aiwell AIプロテオミクス協働研究拠点 aiwell（株） 2019.  4.  5 〜 2023.  4.  4 生命理工学院 AIプロテオミクスとその実用化に関する研究

AGCマテリアル協働研究拠点 AGC株式会社 2019.  7.  1 〜 2022.  6.30 物質理工学院 東京工業大学とAGCの技術力融合・強化によるマテリアルソリューションの創出

TEPCO 廃炉フロンティア技術創成協働研究拠点 東京電力ホールディングス株式会社 2020.  4.  1 〜 2025.  3.31 IIR 福島第一原子力発電所の廃炉関連技術に関する研究

デンソーモビリティ協働研究拠点 株式会社デンソー 2020.  4.  1 〜 2025.  3.31 工学院 モビリティ関連先端技術に関する研究

出光興産次世代材料創成協働研究拠点 出光興産株式会社 2020.  4.  1 〜 2023.  3.31 物質理工学院 次世代材料の創出に関する研究

LG Material & Life Solution 協働研究拠点 LG Japan Lab株式会社 2021.  4.  1 〜 2024.  3.31 科学技術創成研究院 Material & Life Scienceに関する研究

アルバック先進技術協働研究拠点 株式会社アルバック 2021.  9.22 〜 2026.  9.30 科学技術創成研究院 真空装置の高性能化に関する研究

マルチモーダル細胞解析協働研究拠点 セルシュートセラピューティクス株式会社 2021.10.  1 〜 2024.  9.30 科学技術創成研究院 創薬支援のための新規技術開発

東洋インキグループ協働研究拠点 東洋インキSCホールディングス株式会社 2022.  1.13 〜 2025.  1.12 科学技術創成研究院 新規機能性材料とその応用システムの研究

協働研究拠点

発明届出件数 国内出願件数 ライセンス・有償譲渡件数 ライセンス・有償譲渡金額（千円）

280 227 108 47,257 

2021年度知財管理

（注）IIR：科学技術創成研究院

称号授与累計 138社

2022年5月1日現在

東工大発ベンチャー企業

東工大発ベンチャー称号授与企業数等

（注）申請資格該当条項
第1号：設立時において、大学、大学の職員若しくは学生が所有する特許権等の知的財産権又は大学において達成した研究成果若しくは大学において習得した技術等を活用する企業
第2号：設立した者又は設立に深く関与した者の全部若しくは一部が、大学の職員又は学生（職員又は学生であった者を含む。）であって、かつ申請時において当該職員等が経営に参画する企業

授与
番号 承認日 名　称 事業概要等 申請資格

該当条項 起業時期

139 2022.  4.26 株式会社サイテック ヤモリ型静電チャックの研究開発 
デザイン思考を活用したエンジニアリングデザイン技能に関する研修プログラムの提供

第1号 
第2号 2022.  2.17

138 2022.  3.24 ネオ・ピー・テクノロジー合
同会社

ネオペンチル標識試薬を中心とした放射性、非放射性医薬品に関連した試薬・合成装置・システムの開発、製
造、販売、技術支援、共同研究及びコンサルタント 第1号 2022.  1.27

137 2022.  3.24 株式会社MIZUSAQI 最先端の量子技術を慣性航法に応用した、超高精度なナビゲーション技術「量子慣性航法装置」の製造 第1号 
第2号 2021.  9.28

136 2022.  2.25 株式会社HikariQ Health Q-body関連技術を応用した、診断及び医薬分野における共同研究事業の展開及び自社製剤の開発・販売 第1号 2021.  8.10

135 2021.12.23 株式会社S&Kバイオファーマ ラクトフェリン製剤の研究開発 第2号 2020.  4.  1

134 2021.11.24 イントロン・スペース株式会社 次世代ウェアラブル排泄処理ウェアの開発・製造・販売、IoT/AIを活用した排泄情報による健康管理ビジネス 第2号 2019.10.  3

133 2021.  9.29 アラクノフォース株式会社 力覚提示装置の開発・製造・販売、ハプティックソリューション事業 第1号 
第2号 2018.  8.15

132 2021.  8.27 セルシュートセラピューティク
ス株式会社

「セミインタクト細胞リシール技術」、「PLOM-CON解析法」を用いた医薬品、診断薬、医療機器等の企画、研
究開発及びその受託、製造、販売並びに輸出入 第1号 2021.  7.  1

131 2021.  8.27 株式会社SWAT Lab 高度IT人材活用に関する法人向け総合コンサルティング業務 第2号 2020.  7.15

130 2021.  6.30 ファスタイド株式会社 中分子医薬品（核酸医薬品、ペプチド医薬品）及び中間体の研究開発、製造及び売買、コンサルティング 第1号 
第2号 2021.  4.  1

129 2021.  6.30 メタジェンセラピューティクス株式会社 マイクロバイオームサイエンスを活用した創薬・医療事業 第2号 2020.  1.17

128 2021.  5.20 株式会社ファイトリピッド・テ
クノロジーズ 植物・藻類の脂質に関する研究開発及び製造、販売 第1号 

第2号 2021.  4.  1

127 2021.  5.20 株式会社FLUX インターネット広告、デジタルマーケティング関連テクノロジーの企画、開発、運営
ウェブサイトをノーコードで構築できるサービスの開発、運営 第2号 2018.  5.  2

令和3年度以降に称号付与した企業の概要

企業・自治体との協定等

2022年5月1日現在

組織的連携協定締結機関

法人名 締結日 テーマ

富士通株式会社 2004.  1.21 IT分野の先端技術

三菱ケミカル株式会社 2004.  1.22 化学変換プロセス技術及び新機能性材料技術

株式会社三井住友銀行 2004.10.  1 新技術及び新産業の創出を通じた社会
の持続的発展

日本電信電話株式会社 2008.  9.10 情報通信分野の研究開発

株式会社野村総合研究所 2008.  9.22 サービスイノベーションに関する研究開発

株式会社日立製作所 2011.  7.  1 社会イノベーションに貢献する次世代技術

野村證券株式会社 2013.  9.  1 東工大の有する知的財産及び研究成果の事業化

独立行政法人労働者健康福
祉機構東京労災病院 2014.  4.  1 医学・科学・産業の発展への貢献を目

指した医工連携

法人名 締結日 テーマ

TDK株式会社 2015.  1.21 磁性・磁石技術、機能性セラミックス技術
及びセンサ技術に関する研究開発

株式会社小松製作所 2015.  4.  1 建機革新技術の研究開発

三菱電機株式会社 2018.  3.23 次世代技術の研究開発

地方独立行政法人神奈川県
立産業技術総合研究所 2018.  7.  1 産業技術その他の技術の研究開発

日本製鉄株式会社 2018.  9.28 将来の鉄鋼材料及びプロセスに資する基礎基盤研究

AGC株式会社 2019.  6.26 技術力融合・強化によるマテリアルソリューション創出

株式会社デンソー 2020.  4.  1 モビリティ関連先端技術の研究開発

東京電力ホールディングス株式会社 2020.  4.  7 福島第一原子力発電所の廃炉関連技術の研究開発

産学連携推進にかかる連携協定締結機関

法人名 締結日 テーマ

株式会社みらい創造機構 2016.  5.13 総合的な社会連携活動の推進事業の実施

芙蓉総合リース株式会社・株
式会社みらい創造機構 2017.10.27 知的財産を活かした製品・サービスや事業

の創出・育成

川崎市 2018.  5.21 イノベーションを通じた地域の振興

独立行政法人日本貿易振興機
構 2018.  5.30 学術研究面、人材教育面、産学連携面等で

の国際的な展開を推進

法人名 締結日 テーマ

西武信用金庫 2018.  7.31 地域社会の発展

株式会社横浜銀行 2019.  3.  6 地域経済の持続的な成長・活性化

国立研究開発法人新エネル
ギー・産業技術総合開発機構 2019.  5.29 相互の起業家支援に係る活動において連携

を図り、協力すること

Beyond Next Ventures株
式会社 2019.10.10 相互の起業家支援に係る活動において連携

を図り、協力すること

（注）IIR：科学技術創成研究院

共同研究講座

共同研究講座

共同研究講座名 連携企業 設置期間 設置部局 研究題目

情報流通基盤システム共同研究講座 エヌ・ティ・ティコミュニケーションズ（株） 2010.  4.  1 〜 2025.  3.31 IIR 情報流通基盤システムに関する研究

帝国データバンク先端データ解析共同研究講座 （株）帝国データバンク 2014.10.31 〜 2023.  3.31 IIR ビッグデータを用いた日本の経済活動の数理的解析及び
モデル構築に関する研究

移動通信ネットワーク共同研究講座 ソフトバンク（株） 2017.  4.  1 〜 2026.  3.31 工学院 移動通信ネットワーク共同研究講座

次世代AIロボティクス共同研究講座 （株）ホンダ・リサーチ・インスティ
チュート・ジャパン 2017.  6.  1 〜 2024.  3.31 工学院 次世代の人工知能、ロボティクス、および、これらの融合

技術に関する研究

ニューフレアテクノロジー未来技術共同研究講座 （株）ニューフレアテクノロジー 2018.  4.  1 〜 2023.  3.31 IIR 次世代先端半導体製造装置に関する研究

リコー次世代デジタルプリンティング技術共同
研究講座 （株）リコー 2019.  4.  1 〜 2025.  3.31 工学院 次世代デジタルプリンティング技術の核となる要素技術研

究を行い、当該技術の開発・設計

構造物次世代メンテナンス共同研究講座 東海旅客鉄道株式会社 2019.  9.  1 〜 2022.  8.31 環境・社会理工学院 土木構造物の新しい維持管理手法に関する研究

ジェイテクト 革新的基盤技術共同研究講座 株式会社ジェイテクト 2020.  4.  1 〜 2023.  3.31 工学院 機械要素と機構およびその力学・音響特性に関する研究

DENSO IT LAB 認識・学習アルゴリズム共同研究講座 株式会社デンソーアイティーラボラトリ 2020.  4.  1 〜 2025.  3.31 情報理工学院 産業応用のための機械学習アルゴリズムの研究

YASKAWA未来技術共同研究講座 株式会社安川電機 2020.  4.1 〜 2023.  3.31 工学院 人協働ロボット用超軽量アクチュエータに関する研究

三菱電機パワーエレクトロニクス基盤技術 共同研究講座 三菱電機株式会社 2020.  4.  1 〜 2024.  3.31 工学院 パワーエレクトロニクスの基盤・要素技術に関する研究

ENEOSスマートマテリアル＆デバイス共同研究講座 ENEOS株式会社 2021.  4.  1 〜 2023.  3.31 IIR スマートマテリアル＆デバイス（スマートMD）に関する研究

未来デバイス・システム共同研究講座 ソニーグループ株式会社 2022.  4.  1 〜 2025.  3.31 工学院 安全安心で持続可能な社会に貢献する次世代デバイス・
システム技術に関する研究

2022年5月1日現在

自治体名 有効期間 目　的

目黒区 2019.  3.  5 ～ 2024.  3.  4 自然と調和し互いに支え合うまちの形成と、次代を担う創造性豊かな人材を育成する

大田区 2022.  4.18 ～ 2023.  4.17 地域産業の振興と地域文化の興隆に貢献し、かつ、次代を担う創造性豊かな人材を育成する

横浜市 2021.  3.17 ～ 2026.  3.31 社会課題の解決に取り組むとともに、産学官連携によるイノベーションを創出し、産業振興と国際連携を促進し、地域社会の発展と豊かな未来社会の実現に貢献する

港　区 2021.12.13 ～ 2024.  3.31 地域活性化及び産業振興、教育活動等を展開し、地域社会及び学術研究の発展に寄与する

自治体との包括連携協定
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大学間協定（109協定） 部局間協定（128協定）

国と地域 機関名 締　結 内　容

ア
ジ
ア

中　国

哈爾濱工業大学 1980 F・S・I

清華大学 1985 F・S・I

上海交通大学 1991 F・S・I

北京大学 1991 F・S・I

西安交通大学 1991 F・S・I

浙江大学 1993 F・S・I

北京理工大学 1993 F・S・I

中国科学技術大学 1997 F・S・I

大連理工大学 2006 F・S・I

同済大学 2007 F・S・I

天津大学 2007 F・S・I

香港科技大学 2010 F・S・I

東南大学 2013 F・S・I

カンボジア カンボジア工科大学 2020 F・S・I

インド インド工科大学マドラス校 2015 F・S・I

インドネシア

バンドン工科大学 1988 F・S・I

インドネシア大学 1992 F・S・I

ガジャマダ大学 2000 F・S・I

韓　国

韓国科学技術院（KAIST） 1986 F・S・I

韓国科学技術研究院（KIST） 1991 F・I

高麗大学 1992 F・S・I

漢陽大学 1996 F・S・I

延世大学 2002 F・S・I

ポーハン科学技術大学 2003 F・S・I

ソウル国立大学 2007 F・S・I

成均館大学校 2008 F・S・I

モンゴル
モンゴル科学技術大学 2003 F・S・I

モンゴル国立大学 2007 F・S・I

フィリピン
デラサール大学 1992 F・S・I

フィリピン大学 1992 F・S・I

シンガポール

シンガポール国立大学 1991 F・S・I

南洋理工大学 2009 F・S・I

シンガポール工科・デザイン大学 2016 F・S・I

台　湾

国立成功大学 1997 F・S・I

国立清華大学 1998 F・S・I

国立台湾大学 1999 F・S・I

国立陽明交通大学（旧国立交通大学） 2004 F・S・I

国立中央大学 2007 F・S・I

国立台湾科技大学 2018 F・S・I

タ　イ

チュラーロンコーン大学 1985 F・S・I

タマサート大学 1996 F・S・I

カセサート大学 1996 F・S・I

国立科学技術開発庁（タイNSTDA） 2001 F・S・I

キングモンクット工科大学ラカバン校 1992 F・S・I

キングモンクット工科大学ノースバンコク校 2005 F・S・I

キングモンクット工科大学トンブリ校 2007 F・S・I

アジア工科大学院 2005 F・S・I

TAIST-Tokyo Tech 2006 F・S・I

UNESCOバンコク事務所 2015 F・S・I

ベトナム

ハノイ工科大学 1995 F・S・I

ベトナム国家大学ハノイ校自然科学大学 1995 F・S・I

ベトナム国家大学ホーチミン市校工科大学 2012 F・S・I

中
近
東

トルコ

中東工科大学 1992 F・S・I

ボアージチ大学 1998 F・S・I

イスタンブール工科大学 2012 F・S・I
ア
フ
リ
カ

エジプト エジプト日本科学技術大学（E-JUST） 2015 F・S・I

国と地域 機関名 締　結 内　容

大
洋
州

オーストラリア メルボルン大学 1994 F・S・I

北
　
米

カナダ
ウォータールー大学 2006 F・S・I

ブリティッシュコロンビア大学 2013 F・S・I

アメリカ

ワシントン大学 1974 F・S・I

ウィスコンシン大学マディソン校工学部 1992 F・S・I

ジョージア工科大学 2001 F・S・I

カリフォルニア大学バークレー校 2012 F・S・I

ミネソタ大学 2013 F・S・I

カリフォルニア大学サンタバーバラ校 2014 F・S・I

ライス大学 2015 F・S・I

中
南
米

ブラジル サンパウロ大学 1991 F・S・I

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

オーストリア ウィーン工科大学 2015 F・S・I

ベルギー ゲント大学 1992 F・S・I

デンマーク デンマーク工科大学 1992 F・S・I

フィンランド
アアルト大学 1995 F・S・I

ラッペンランタ-ラハティ工科大学 1999 F・S・I

フランス

パリ・テック** 2007 F・S・I

エコール・ナショナル・ポン・ゼ・ショセ* 1992 F・S・I

アール・ゼ・メティエ* 2002 F・S・I

エコール・デ・ミンヌ・ド・パリ* 2007 F・S・I

エコール・ポリテクニーク* 2019 F・S・I

パリ建築大学ヴィレット校 2000 F・S・I

レンヌ第一大学 2002 F・S・I

ストラスブール大学 2004 F・S・I

グルノーブル工科大学 2019 F・S・I

パリ・サクレー大学 2020 F・S・I

ドイツ

ミュンヘン工科大学 1982 F・S・I

シュツッツガルト大学 1992 F・S・I

ハノーバー大学 2004 F・S・I

アーヘン工科大学 2007 F・S・I

ベルリン工科大学 2008 F・S・I

イタリア

ボローニヤ大学 1997 F・S・I

ミラノ工科大学 2002 F・S・I

トレント大学 2017 F・S・I

ローマ大学ラ・サピエンツァ 2020 F・S・I

オランダ デルフト工科大学 2009 F・S・I

ノルウェー ノルウェー工科・自然科学大学 1993 F・S・I

ロシア
ロシア国立原子力研究大学 1993 F・S・I

モスクワ国立大学 2019 F・S・I

スウェーデン

スウェーデン王立工科大学 1991 F・S・I

シャルマーズ工科大学 1992 F・S・I

リンシェーピン大学 2008 F・S・I

ウプサラ大学 2018 F・S・I

スイス

スイス連邦工科大学チューリッヒ校（ETH） 1978 F・S・I

スイス連邦工科大学ローザンヌ校(EPFL) 2011 F・S・I

チューリッヒ大学 2007 F・S・I

ジュネーヴ大学 2015 F・S・I

イギリス

ストラスクライド大学 1993 F・S・I

ケンブリッジ大学チャーチルカレッジ 2001 F・I

ダラム大学 2010 F・S・I

インペリアル・カレッジ・ロンドン 2016 F・S・I

ヨーク大学 2016 F・S・I

コンソーシアム ASPIREリーグ 2010 F・S・I

＊　グランドゼコール（ハイレベルの高等教育機関）
＊＊　在パリ理工系グランドゼコール連合（全7校）

［ 凡例 ］　F…教員・研究者交流　S…学生交流　I…学術情報交換 ［ 凡例 ］　F…教員・研究者交流　S…学生交流　S*…ダブルディグリー　I…学術情報交換

国 際 交 流

海外の協定校一覧

2022年5月1日現在

国と地域 機関名

関係する部局

締 結 内 容
理学院 工学院 物質理工

学院
情報理工

学院
生命理工

学院
環境・社会
理工学院

リベラルアーツ
研究教育院

科学技術
創成研究院 センター等

ア
ジ
ア

中　国

北京科技大学（旧北京鋼鉄学院） ○ ○ ○ 1980 F・I

清華大学科学技術社会研究所 ○ ○ 2001 F・I

北京師範大学水科学研究院 ○ 2011 F・S・I

北京師範大学心理学部 ○ 物質・情報
卓越教育院 2021 F・S・I

南京大学大学院 ○ ○ ○ 2012 F・S・I

同済大学土木工程学院 ○ 2014 S・I

北京航空航天大学　材料科学・工程学院、電
子情報工程学院、オートメーション科学・電気
工程学院、機械工程・オートメーション学院、
経済管理学院、交通科学工程学院、物理科学・
原子力エネルギー工程学院、化学学院

○ ○ ○ 2014 F・S・I

華南理工大学建築学院 ○ 2016 F・S・I

武漢理工大学材料複合新技術国家重
点実験室 ○ 2016 F・S・I

武漢理工大学国際教育学院 ○ ○ ○ 2017 S

東南大学建築学科、華東設計院 ○ 2016 S・I

浙江大学情報科学と電子工学学院 ○ 2020 S

インド
インド工科大学グワハティ校物理学部 ○ 2017 F・S・I

科学・産業研究評議会 ○ 2018 F・I

インドネシア

インドネシア原子力庁 ○ 1997 F・I

バンドン工科大学持続可能な交通運
輸技術のための国立センター ○ 2018 I

韓　国

仁荷大学工学部化学工学科 ○ ○ ○ 2000 F・S・I

忠南大学工学部建築工学科 ○ ○ ○ 2012 F・S・I

韓国生産技術研究所産業技術コン
バージェンス研究所産業用繊維物質
R&BDグループ

○ 2012 F・S・I

韓国科学技術院（KAIST）機械工学部 ○ 2016 S*

マレーシア

テナガナショナル大学工学部・大学院 ○ ○ ○ 2012 F・S・I

マレーシア科学大学生命科学部 ○ 2018 F・S・I

マラヤ大学 ○ ○ ○ ○ 2018 F・S・I

モンゴル
モンゴル国立大学原子核研究センター ○ 2011 F・S・I

モンゴル国立教育大学 ○ 2022 F・S・I

フィリピン

デラサール大学工学部化学工学科 ○ ○ ○ 2005 F・S・I

フィリピン工科大学大学院・外部連携教
育部、工学部、理学部、産業技術学部 ○ ○ ○ 2010 F・S・I

シンガポール シンガポール工科・デザイン大学 ○ ○ ○ 2019 S

台　湾

国立台湾大学工学院、電機情報学院 ○ ○ ○ 2011 S

国立台湾大学国立科学研究センター
数学領域

学術国際
情報センター 2020 F・S・I

国立台湾科技大学工程学院、電資学
院、応用科技学院 ○ ○ ○ 2018 S

国立台湾科技大学工程学院、電資学
院、応用科技学院 ○ ○ ○ 2020 F・S

国立陽明交通大学国際半導体産業学
院（旧国立交通大学）　 ○ 2017 S*

国立陽明交通大学工学部（旧国立交通大学） ○ 2017 F

国立陽明交通大学工学部 (旧国立交通大学） ○ 2018 I

国立陽明交通大学理学部 (旧国立交通大学） ○ 2019 F・S・I
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海外の協定校一覧

国 際 交 流

2022年5月1日現在

部局間協定（128協定）

国と地域 機関名

関係する部局

締 結 内 容
理学院 工学院 物質理工

学院
情報理工

学院
生命理工

学院
環境・社会
理工学院

リベラルアーツ
研究教育院

科学技術
創成研究院 センター等

ア
ジ
ア

台　湾

国立陽明交通大学工学部 (旧国立交通大学） ○ 2020 S*

工業技術研究院電子・光電子システム研究所 ○ 2017 F・I

国立実験研究院地震工学研究所 ○ 2018 F・I

国立成功大学工学部 ○ ○ ○ 2018 S

タ　イ

タマサート大学工学部化学工学科 ○ ○ ○ 2006 F・S・I

タマサート大学工学部 ○ ○ ○ 2018 S

チェンマイ大学工学部 ○ ○ ○ 2012 F・S・I

タイ国立シンクロトロン光研究所 ○ 2018 F・I

ベトナム

ベトナム原子力委員会 ○ 1999 F・I

ベトナム国家大学ハノイ校自然科学大
学物理学部 ○ 2003 F・S・I

中
近
東

サウジアラビア アブドゥラ国王科学技術大学超高性能
計算研究所

学術国際
情報センター 2017 F・S・I

イラン テヘラン大学工学部 ○ ○ ○ 2018 F・S・I

大
洋
州

オーストラリア

ロイヤルメルボルン工科大学建設環
境工学部 ○ 2018 F・S・I

オーストラリア国立大学工科・コン
ピューター科学部 ○ ○ ○ 2018 F・S・I

ニュージーランド オークランド大学工学部 ○ ○ ○ 2018 F・S・I

北
　
米

カナダ マギル大学 ○ 2018 F・I

アメリカ

マサチューセッツ工科大学機械工学科 ○ ○ ○ 1991 F・S・I

マサチューセッツ工科大学先進原子力
研究センター ○ 2006 F・I

マサチューセッツ工科大学原子力科学
工学科 ○ ○ ○ 2019 S

ライス大学ナノスケール科学技術研究所 ○ 2008 F・S・I

ペンシルバニア州立大学地球科学・
鉱物科学学部 ○ 2009 S

ペンシルバニア州立大学工学部 ○ ○ ○ 2018 S・I

ウィスコンシン大学マディソン校工学部 ○ ○ ○ 2010 S

ノースウェスタン大学土木環境工学科 ○ 2012 F・S・I

カリフォルニア大学サンタバーバラ校
工学部 ○ ○ ○ 2014 S

ストーニーブルック大学高等計算科学
研究所 ○ 2017 F・S・I

コーネル大学工学部材料工学科 ○ 2018 F・S・I

ジョージア工科大学21世紀型大学セ
ンター

教育革新
センター 2018 F・I

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

チェコ CVR研究所 ○ 2019 F・I

デンマーク デンマーク王立芸術アカデミー建築学部 ○ 2017 F・S・I

フランス

エコール・ナショナル・ポン・ゼ・ショセ ○ ○ ○ 2010 S*

ピエール・マリー・キュリー大学
（UPMC）（現ソルボンヌ大学） ○ ○ ○ 2012 S

ソルボンヌ大学理工学部 ○ ○ ○ 2019 F・S・I

エクス-マルセイユ大学（／フランス国立科学
研究センタ－）イオン及び分子物理研究所 ○ 2012 F・I

グルノーブル工科大学 ○ ○ ○ 2012 F・S・I

フランス国家計量標準研究所 ○ 2016 F・S・I

イーエムリヨン経営大学院 ○ 2017 F・S・I

国と地域 機関名

関係する部局

締 結 内 容
理学院 工学院 物質理工

学院
情報理工

学院
生命理工

学院
環境・社会
理工学院

リベラルアーツ
研究教育院

科学技術
創成研究院 センター等

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

フランス

ナント大学理工学部 ○ 2017 F・S・I

フランス国立航空宇宙研究所 ○ 2018 F・S

エコール・ポリテクニーク ○ ○ ○ 2006 S

原子力・新エネルギー庁（CEA) ○ 2020 F・S・I

ドイツ

アーヘン工科大学数学・情報科学・自然
科学部、土木工学部、機械工学部、地圏資
源材料工学部、電気工学・情報技術学部

○ ○ ○ 2012 S

アーヘン工科大学電気工学・情報技術学部 ○ 2021 S

ハンブルク工科大学科学技術マネジメント研究科 ○ 2012 F・S・I

ドイツ航空宇宙センター ○ 2016 F・S・I

ヘルムホルツ研究センター ドレスデ
ン・ロッセンドルフ ○ 2018 F・S・I

マックスプランク高分子研究所界面物理部門 ○ 2018 F・S・I

ダルムシュタット工科大学物理学科 ○ 2020 F・S・I

ハンガリー ブダペスト工科経済大学 ○ ○ 2022 F・S・I

アイスランド レイキャビク大学工学部 ○ 2014 F・S・I

イタリア

メッシーナ大学工学部 ○ 2013 F・S・I

ジェノヴァ大学ポリテクニックスクール ○ 2016 F・S・I

イタリア学術会議物質化学・エネル
ギー技術研究所 ○ 2016 F・S・I

トリノ工科大学地域および都市計画総合学科 ○ 2020 F・S・I

ブルーノ・ケスラー財団 ○ 2020 F・I

カザフスタン

カザフ国立大学化学部 ○ ○ ○ 2006 F・S・I

カザフ・ブリティッシュ工科大学エネ
ルギー・石油・ガス産業学部 ○ ○ ○ 2006 F・S・I

リトアニア ヴィリニュス大学生命科学センター ○ 2019 F・S・I

オランダ
ライデン大学理学部 ○ 2012 F・S・I

デルフト工科大学QuTech ○ 2017 F・S・I

ノルウェー

NJALC: ノルウェー工科・自然科学大学自
然科学・工学部、富山大学、九州大学、ノ
ルスク・ハイドロ、SINTEF社、日本アルミ
ニウム協会、富山県アルミニウム産業協会

○ 2016 S・I

ポーランド ワルシャワ大学化学部 ○ 2016 F・S・I

ロシア

モスクワ国立大学バイオテクノロジー学部 ○ 2018 F・S・I

モスクワ国立大学化学部 ○ 2018 F・S・I

モスクワ国立大学生命工学・生命情報学部 ○ 2019 F・S・I

セルビア ベオグラード大学ビンカ原子力科学研究所 ○ 2011 F・I

スロベニア リュブリャナ大学人文学部 ○ ○ ○ 2007 F・S・I

スペイン

マドリッド工科大学 ○ ○ ○ 2010 F・S・I

マドリッド工科大学 ○ ○ ○ 2012 S

バスク材料応用ナノ構造研究センター ○ 2021 F・I

バスク大学工学部 ○ ○ ○ 2021 S

スウェーデン

ルレオ工科大学工学部 ○ ○ ○ 2012 F・S・I

ヨンショーピン大学工学部 ○ 2016 F・S・I

カールスタッド大学健康科学技術学部 ○ ○ ○ 2018 F・S・I

カールスタッド大学健康科学技術学部 ○ ○ ○ 2018 S

イギリス
ケンブリッジ大学工学部 ○ ○ ○ 2005 S

ケンブリッジ大学化学部 ○ ○ ○ 2008 S

［ 凡例 ］　F…教員・研究者交流　S…学生交流　S*…ダブルディグリー　I…学術情報交換
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収入額内訳

項　目 金　額 ％ 項　目 金　額 ％

全学共通分 29,594 53.7

運営費交付金収入（全学分） 19,587 35.5

自己収入 7,622 13.9

間接経費等（全学共通分）収入 2,385 4.3

部局分 1,494 2.7 間接経費等（部局分）収入 1,494 2.7

使途特定分 24,020 43.6

受託事業等収入 16,682 30.3

施設整備事業収入 1,091 2.0

運営費交付金収入（使途特定分） 2,533 4.6

長期借入金 3,714 6.7

合　計 55,108 100.0

国 際 交 流 財 務 情 報

2022年度 収入と支出（見込）

受託事業等収入
◯奨学寄附金収入 688
◯受託研究・受託事業収入 7,473
◯共同研究費収入 2,510
◯補助金等収入 6,011

◯ミッション実現加速化経費 1,026
◯特殊要因経費（退職手当等） 1,507

海外の協定校一覧

部局間協定（128協定）

国と地域 機関名

関係する部局

締 結 内 容
理学院 工学院 物質理工

学院
情報理工

学院
生命理工

学院
環境・社会
理工学院

リベラルアーツ
研究教育院

科学技術
創成研究院 センター等

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

イギリス

オックスフォード大学エンジニアリング科学部 ○ ○ ○ 2006 S

オックスフォード大学化学部 ○ ○ ○ 2008 S

オックスフォード大学材料学部 ○ ○ ○ 2008 S

ウォーリック大学工学部 ○ ○ ○ 2007 S

マンチェスター大学理工学部 ○ ○ ○ 2018 F・S・I

マンチェスター大学化学科 ○ 2021 F・S・I

サウサンプトン大学 ○ ○ ○ 2011 S

グラスゴー大学理工学部 ○ ○ ○ 2018 F・S・I

ロンドン芸術大学セントラル・セント・
マーティンズ校 ○ ○ ○ 2019 F・S・I

ブリストル大学サウスウエストニュークリ
アハブ、京都大学複合原子力科学研究所 ○ 2020 F・S・I

複数地域

テネシー大学バテル研究所有限責任会社(オー
クリッジ国立研究所情報・計算科学領域)、ス
イス連邦工科大学チューリッヒ校スイス国立
スーパーコンピューティングセンター、ロー
レンス・リバモア国立研究所計算領域、アル
ゴンヌ国立研究所情報・環境・生命科学領
域、 CSC – 科学情報センター研究情報支援部
門、ユーリッヒ研究所ユーリッヒスーパーコン
ピューティングセンター、産業技術総合研究所
情報・人間工学領域、東京大学情報基盤セン
タースーパーコンピューティング研究部門、理
化学研究所計算科学研究センター、オーストラ
リア国立大学国立情報基盤センター

学術
国際情報
センター

2016 F・I

コンソーシアム

アジア・オセアニア地域工学系大学連
盟（AOTULE) ○ ○ ○ 2007 F・S・I

Erasmus Mundusによる
MaMaSELF+プログラムコンソーシアム ○ ○ ○ 2017 S

第4世代原子力システムに関する国際フォー
ラム 鉛冷却高速炉に関する共同研究覚書：
欧州委員会共同研究センター、ロスアトム、
ソウル国立大学、米国エネルギー省

○ 2010 F・I

IPRESCA会議 ○ 2018 F・S・I

2022年5月1日現在

（単位：百万円）

支出額内訳

項　目 金　額 ％ 項　目 金　額 ％

全学共通分 29,594 53.7

人件費 17,126 31.1

各部局の基盤的な教育・研究経費 8,755 15.9

学長裁量経費 1,703 3.1

光熱水料 2,010 3.6

部局分 1,494 2.7 間接経費等（部局分）支出 1,494 2.7

使途特定分 24,020 43.6

受託事業等支出 16,682 30.3

施設整備事業支出 1,091 2.0

運営費交付金支出（使途特定分） 2,533 4.6

長期借入金を充当する先行移転事業 3,714 6.7

合　計 55,108 100.0

受託事業等支出
◯奨学寄附金支出 688
◯受託研究・受託事業支出 7,473
◯共同研究費支出 2,510
◯補助金等支出 6,011

◯ミッション実現加速化経費 1,026
◯特殊要因経費（退職手当等） 1,507

（単位：百万円）

海外オフィス

名　称 所在地 設　置

フィリピンオフィス Tokyo Tech Philippines Office フィリピン共和国マニラ市 2005

中国オフィス Tokyo Tech China Office 中華人民共和国北京市 2006

エジプトE-JUSTオフィス Tokyo Tech Egypt E-JUST Office エジプト・アラブ共和国アレクサンドリア県 2014

海外拠点

2022年5月1日現在

Tokyo Tech ANNEX

名　称 所在地 設　置

Tokyo Tech ANNEX Bangkok タイ王国パトゥムターニー県 2018（タイオフィスとして2002設置）

Tokyo Tech ANNEX Aachen ドイツ連邦共和国ノルトライン・ヴェストファーレン州アーヘン市 2019

Tokyo Tech ANNEX Berkeley 米国カリフォルニア州バークレー市 2021

［ 凡例 ］　F…教員・研究者交流　S…学生交流　S*…ダブルディグリー　I…学術情報交換
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自由が丘

二子玉川長津田

町田

新宿

渋谷

目黒
浜松町

東京

成田空港

田園調布
多摩川

日吉

旗の台

大井町

羽田空港

京急蒲田

蒲田

東神奈川

菊名

横浜
モノレール

空港線

京浜東北線

新幹線

小田原線

山手線

総武・成田線

田園都市線

目黒線

東横
線

品川

大
井
町
線

新横浜

武蔵小杉

線
川
摩
多

線
浜
横

上野

京成線

すずかけ台

大岡山
田町

京急線

教育・研究施設所在地

団地名 学院等名 所在地 交　通 備　考

大岡山

理学院、工学院、物質理工学院、情報理工学院、生

命理工学院、環境・社会理工学院、リベラルアーツ

研究教育院、科学技術創成研究院（ゼロカーボンエ

ネルギー研究所）、事務局、その他

〒152-8550 東京都目黒区大岡山2-12-1
東急大井町線・目黒線

大岡山駅下車 徒歩1分

国際交流会館 〒145-0061 東京都大田区石川町1-1-18

東急大井町線・目黒線

大岡山駅下車 徒歩13分

東急池上線

石川台駅下車 徒歩6分

すずかけ台
科学技術創成研究院（未来産業技術研究所、フロン

ティア材料研究所、化学生命科学研究所）、その他
〒226-8503 神奈川県横浜市緑区長津田町4259

東急田園都市線

すずかけ台駅下車 徒歩5分

田　町 附属科学技術高等学校、その他 〒108-0023 東京都港区芝浦3-3-6
JR山手線・京浜東北線

田町駅下車 徒歩2分

松風台 松風留学生会館 〒227-0067 神奈川県横浜市青葉区松風台21-13
東急田園都市線

青葉台駅下車 徒歩10分

梅が丘 梅が丘留学生会館 〒227-0052 神奈川県横浜市青葉区梅が丘17-2
東急田園都市線

藤が丘駅下車 徒歩15分

駒　場 国際交流会館 〒153-0041 東京都目黒区駒場4-5-29
京王井の頭線 

駒場東大前駅 徒歩約３分

戸　田 「福利厚生関係施設」（艇庫） 〒355-0024 埼玉県戸田市戸田公園1-55
JR埼京線戸田公園駅下車

徒歩15分

収容人員

30名

塩　山 「福利厚生関係施設」（山小屋）
〒402-0211 

山梨県甲州市塩山大字小屋敷字滑沢2319-1

JR中央本線塩山駅下車

約12km（徒歩約3時間）

収容人員

40名

草　津
火山流体研究センター

（草津白根火山観測所）
〒377-1711 群馬県吾妻郡草津町草津641-36

JR吾妻線長野原草津口駅から

JRバス草津温泉下車 徒歩30分

財 務 情 報

貸借対照表・損益計算書・外部資金詳細

キャンパス

アクセス

貸借対照表

負債の部 金　額

固定負債 34,134

　資産見返負債 25,165

　長期借入金 3,964

　長期預り金 4,660

　その他の固定負債 345

流動負債 19,733

　運営費交付金債務 －

　寄附金債務 9,583

　前受受託研究費 2,020

　前受共同研究費 1,231

　前受受託事業費等 333

　未払金 3,600

　その他の流動負債 2,964

負債合計 53,868

 純資産の部 金　額

資本金 179,444

　政府出資金 179,444

資本剰余金 △ 9,749

　資本剰余金 51,480

損益外減価償却累計額等（－） △ 61,230

利益剰余金 7,399

　前中期目標期間繰越積立金 322

　目的積立金 2,814

　積立金 79

　当期未処分利益 4,182

純資産合計 177,094

負債・純資産合計 230,963

資産の部 金　額

固定資産 207,668

　有形固定資産 200,882

　　土　地 138,965

　　  減損損失累計額 △ 5

　　建　物 104,019

　　  減価償却累計額等 △ 63,016

　　構築物 7,225

　　  減価償却累計額 △ 5,190

　　工具器具備品 67,791

　　  減価償却累計額 △ 59,125

　　建設仮勘定 2,749

　　その他の有形固定資産 7,469

　無形固定資産 493

　投資その他の資産 6,292

　　投資有価証券 5,522

　　長期性預金 712

　　その他の投資その他の資産 58

流動資産 23,294

　　現金及び預金 18,715

　　有価証券 3,250

　　その他の流動資産 1,329

資産合計 230,963

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

2022年3月31日（単位：百万円）

アクセスマップ

大岡山キャンパス
東急大井町線・目黒線大岡山駅下車徒歩1分

羽田空港から約55分、東京駅から約30分

すずかけ台キャンパス
東急田園都市線すずかけ台駅下車徒歩5分

羽田空港から約70分、東京駅から約70分

田町キャンパス
JR山手線・京浜東北線田町駅下車徒歩2分

羽田空港から約35分、東京駅から約10分

2021年度外部資金データ

名　称 件　数 総　額 うち間接経費

奨学寄附金 468 713,469 （47,953）

受託研究費 467 9,055,187 （1,715,164）

受託事業費 62 585,590 （44,579）

共同研究費 754 3,150,780 （722,260）

科学研究費
助成事業 1,135 4,809,598 （1,054,548）

その他補助金 77 2,839,950 （201,144）

合　計 2,963 21,164,574 （3,740,551）

（注）（　）内は、間接経費で内数。
共同研究費は民間から受け入れた共同研究の件数及び金額。
受託事業費は国等からの受け入れた受託事業や協賛金の件数及び金額。

（単位：千円）

損益計算書

区　分 金　額

経常費用（A） 47,729

　業務費 45,161

　　教育経費 3,904

　　研究経費 5,230

　　教育研究支援経費 4,687

　　受託研究費 6,559

　　共同研究費 2,325

　　受託事業費等 534

　　役員人件費 116

　　教員人件費 13,894

　　職員人件費 7,910

　一般管理費 2,461

　財務費用 30

　雑損 76

経常収益（B） 50,443

　運営費交付金収益 21,960

　学生納付金収益 6,469

　受託研究収益 8,219

　共同研究収益 3,133

　受託事業等収益 623

　寄附金収益 1,051

　補助金等収益 2,377

　施設費収益 163

　その他の収益 6,444

臨時損益（C） 1,315

目的積立金取崩額（D） 153

当期総利益（当期総損失）（B-A+C+D） 4,182

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

2021年4月1日〜 2022年3月31日（単位：百万円）

（注1）（　）内は、間接経費で内数。　（注2）翌年度への繰越額を含む。

2021年度科学研究費助成事業

研究種目 件　数 交付金額 うち間接経費

特別推進研究 1 88,010 （20,310）

新学術領域研究（研究領域提案型） 58 767,750 （166,470）

学術変革領域研究（A） 20 266,050 （59,460）

学術変革領域研究（B） 6 63,440 （14,640）

基盤研究（S） 13 538,490 （122,400）

基盤研究（A） 68 785,820 （180,030）

基盤研究（B） 248 1,193,755 （271,185）

基盤研究（C） 206 255,515 （58,965）

挑戦的研究（開拓） 12 87,490 （20,190）

挑戦的研究（萌芽） 77 211,510 （48,810）

若手研究 174 249,548 （57,588）

研究活動スタート支援 32 45,760 （10,560）

研究成果公開促進費（ひらめき☆ときめきサイエンス） 2 670 （0）

特別研究員奨励費 206 195,990 （10,140）

国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（A）） 1 13,910 （3,210）

国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（B）） 11 45,890 （10,590）

合　計 1,135 4,809,598 （1,054,548）

（単位：千円）

2021年度東工大基金

件　数 寄附金受入額

3,090 397,885

（単位：千円）
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緑が丘4号館緑が丘4号館緑が丘4号館緑が丘4号館緑が丘4号館

【  シンボルマーク  】

上のシンボルマークは、1948年に当時東京

美術学校教授であった堀進二氏の図案による

もので、工業の「工」の字につばめの「大」の

字を図案化して配しています。「工」の字は窓

を象っており、学窓の意味をも象徴していま

す。当初は、職員バッジの図案として採用され、

以後、シンボルマークとして広く親しまれて使

用されてきました。1981年、本学の創立百年

に当たり、正式に本学のシンボルマークとして

定め、今日に至っています。正式に定めるに当

たっては、手島精一先生のご令孫で当時東京

藝術大学助教授であられた手島有男氏に図案

作成の協力をいただきました。
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